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は
　
じ
　
め
　
に

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
史
に
と
っ
て
一
九
四
七
年
は
、
連
合
時
代
か
ら
孤
立
時
代
へ
の
一
大
転
回
の
年
で
あ
っ
た
。
五
月
に
ラ
マ
デ
ィ
エ
社
会
党

首
班
連
立
政
権
か
ら
排
除
さ
れ
た
共
産
党
は
、
そ
の
後
も
数
ヵ
月
間
社
共
協
力
関
係
修
復
に
よ
る
連
立
政
権
復
帰
を
指
向
す
る
が
、
九
月
の
コ

ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
結
成
会
議
後
に
こ
れ
を
断
念
、
そ
し
て
十
一
－
十
二
月
ス
ト
で
社
会
党
と
全
面
対
決
し
て
敗
北
、
以
後
共
産
党
は
客
観
的
に
も

主
観
的
に
も
孤
立
化
す
る
の
で
あ
る
。

73 （579）



　
本
論
は
、
共
産
党
孤
立
時
代
の
本
格
的
出
発
点
と
な
っ
た
十
一
－
十
二
月
ス
ト
を
扱
う
。
た
だ
し
、
ス
ト
の
性
格
と
勃
発
の
背
景
に
つ
い
て

　
　
　
①

は
別
論
文
で
既
に
論
じ
た
の
で
、
本
論
で
は
ス
ト
挫
折
問
題
を
取
り
上
げ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
指
層
し
て
挫
折
因
全
体
像
の
素
描
を
行
い
た
い
。

で
は
ま
ず
、
ス
ト
挫
折
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　
十
一
月
十
二
、
十
瓢
一
の
両
日
に
亙
っ
て
開
か
れ
た
労
働
総
同
盟
（
C
G
T
）
の
同
盟
全
国
委
員
会
（
C
C
N
）
で
、
多
数
派
の
親
共
産
党
派
は
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
（
現
行
月
額
八
千
フ
ラ
ン
を
一
万
八
百
フ
ラ
ン
へ
増
額
し
、
更
に
こ
の
最
低
賃
金
を
現
行
の
賃
金
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
全
般
的
賃
上
げ
を
実
現
す
る
。
豪
蒔
、
賃
金
は
政
府
の
統
制
下
に
あ
っ
た
。
）
を
主
内
容
と
す
る
賃
金
要
求
を
掲
げ
、
そ
れ
を
ス
ト
戦
術
で
も
っ
て

克
ち
取
る
た
め
に
、
各
地
域
・
組
合
内
で
こ
の
先
約
一
ヵ
月
間
論
議
を
進
め
十
二
月
十
九
日
頃
に
C
C
N
を
再
度
開
い
て
闘
争
手
段
を
最
終
決

定
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
一
方
少
数
派
の
『
労
働
者
の
力
国
。
器
①
○
ロ
〈
艮
評
Φ
』
（
主
に
社
会
党
系
）
は
、
親
共
産
党
派
の
要
求
す
る
賃
上
げ
幅
も

ス
ト
戦
術
も
行
き
過
ぎ
だ
と
反
対
し
た
の
だ
が
、
結
局
多
数
決
で
押
し
切
ら
れ
た
。

養ぎ四四ep莫身 2 67 28 3

1，linistere　du　Travail　et　de　la　Securite　Sociale，

Rem｛e　Fvaneaise　dw　Travail，　jan．一f6v．一mars，

1948，p．98　よりtiF成。

　
同
じ
頃
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
市
電
運
賃
引
き
上
げ
に
対
す
る
反
感
が
引
金
に
な
っ
て
勃
発
し
た
十

二
日
の
暴
動
（
裁
判
所
・
市
庁
舎
の
占
拠
、
歓
楽
街
襲
撃
）
が
、
翌
日
に
は
、
先
の
C
C
N
決
定
を
先
取

り
す
る
形
で
、
労
働
者
の
賃
上
げ
要
求
ス
ト
へ
と
転
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
ス
ト
運
動
は
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

産
党
主
導
下
、
C
G
T
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
の
大
半
の
地
域
に
順
次
波
及
し
て
約
二
百
～
三
百
万
人

を
巻
き
込
み
、
か
く
し
て
解
放
後
最
大
規
模
の
労
働
攻
勢
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
M
R
P
の
シ
ュ
ー
マ
ン
菊
’
o
D
o
げ
ロ
ヨ
ρ
箒
政
府
（
M
R
P
・
社
会
党
・
急
進
社
会
党
連
立
）

は
、
ス
ト
労
働
者
の
実
力
排
除
に
備
え
て
治
安
部
隊
を
強
化
し
、
さ
ら
に
ス
ト
弾
圧
法
の
制
定
準
備

を
進
め
る
一
方
で
、
労
働
者
懐
柔
の
た
め
に
、
二
十
六
日
、
ω
臨
時
物
価
調
整
手
当
支
給
（
民
間
は
㎝

五
〇
〇
、
公
役
務
は
一
一
二
五
フ
ラ
ン
）
と
、
ω
家
族
手
当
増
額
（
額
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
）
、
③
公

役
務
労
働
者
の
住
宅
手
当
三
〇
％
増
を
提
案
し
た
。

74　（580）
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そ
し
て
『
労
働
者
の
力
』
派
は
こ
の
政
府
提
案
に
同
意
す
る
も
の
の
、
多
数
派
の
親
共
産
党
派
は
拒
絶
、
か
く
し
て
こ
の
時
点
で
C
G
T
の

内
部
対
立
が
激
化
す
る
。
二
十
七
日
に
C
G
T
中
央
指
導
部
で
あ
る
書
記
局
メ
ン
バ
ー
の
な
か
の
『
労
働
老
の
力
』
派
が
、
労
働
再
開
を
実
現

す
べ
く
、
ス
ト
の
是
非
を
問
う
秘
密
投
票
を
職
場
集
会
で
行
う
よ
う
訴
え
る
声
明
を
出
す
一
方
で
、
親
共
産
党
派
は
同
日
、
ス
ト
続
行
の
た
め

に
傘
下
の
二
十
産
別
だ
け
で
ス
ト
の
中
央
司
令
塔
た
る
べ
く
ス
ト
全
国
中
央
委
員
会
O
。
自
暴
8
p
帥
指
呼
甑
。
奏
一
幽
①
σ
q
話
く
。
を
結
成
、
C

G
T
は
分
裂
一
歩
手
前
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
共
産
党
指
導
部
は
C
G
T
分
裂
と
い
う
危
険
を
犯
し
て
ま
で
も
賃
上
げ
ス
ト
に
執
着
し
た
わ
け
だ
が
、
一
方
の
労
働
現
場
で
は
、

こ
の
二
十
七
日
頃
か
ら
ス
ト
脱
落
者
が
漸
増
す
る
。
そ
し
て
つ
い
に
十
二
月
九
日
、
ス
ト
全
国
中
央
委
員
会
は
、
さ
し
た
る
譲
歩
を
政
府
か
ら

　
　
　
　
　
③

引
き
出
せ
な
い
ま
ま
に
翌
十
日
か
ら
の
労
働
再
開
を
指
令
し
、
こ
の
ス
ト
運
動
は
完
敗
を
喫
し
た
の
で
あ
る
（
表
王
）
。

　
さ
て
次
に
、
こ
の
よ
う
に
ス
ト
が
挫
折
し
た
原
因
に
関
す
る
従
来
の
見
解
を
見
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
前
に
、
本
論
で
は
い
わ
ゆ
る
研
究
史

に
は
詳
し
く
言
及
し
な
い
事
を
予
め
断
わ
っ
て
お
く
。
そ
れ
は
、
従
来
の
研
究
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
共
産
党
と
反
共
産
党
側
と
い
う
当
事
者
の

見
解
を
分
解
し
て
そ
の
構
成
要
素
を
取
捨
選
択
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
本
論
の
課
題
と
し
て
は
、
両
当
事
者
の
見
解
を
提
示
す
る
こ
と

で
事
足
り
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
’

①
　
小
論
「
マ
ル
セ
イ
ユ
の
一
九
四
七
年
十
一
一
十
二
月
ス
ト
ラ
イ
キ
ー
そ
の
性

　
格
と
背
景
」
（
『
西
洋
史
学
』
一
四
三
号
　
一
九
八
六
年
）
。

②
正
確
な
ス
ト
労
働
悲
総
数
は
不
明
。
当
時
の
新
聞
か
ら
研
究
書
に
到
る
ま
で
、

　
挙
げ
て
い
る
数
字
は
二
百
～
三
百
万
の
範
囲
内
に
あ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
。
ま

　
た
、
労
働
・
社
会
保
障
省
の
公
式
統
計
に
は
、
炭
坑
と
国
鉄
を
除
い
て
約
一
二
〇

　
万
と
い
う
数
字
し
か
な
い
i
o
♂
蜜
甘
房
δ
お
O
β
8
憎
9
く
巴
一
魯
（
δ
冨
ω
山
口
二
ま

ω
o
鼠
鎗
。
、
物
き
謹
、
蓉
“
・
・
略
ミ
的
恥
§
肩
§
§
き
闘
コ
．
点
瓜
く
■
I
H
奏
『
ω
、
一
叢
。
。
、
℃
．

③
政
府
の
最
終
案
は
、
ω
十
二
月
十
日
時
点
の
就
労
者
に
七
五
〇
フ
ラ
ン
の
特
別

　
手
当
支
給
、
働
家
族
手
当
の
二
十
二
％
増
額
、
㈹
翌
年
六
月
ま
で
に
賃
金
凍
結
を

　
解
除
（
つ
ま
り
そ
の
磯
ま
で
賃
金
凍
結
）
、
働
十
二
月
一
日
付
で
新
最
低
賃
金
を
実

　
施
（
額
は
明
示
さ
れ
ず
、
ま
た
現
行
の
賃
金
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
適
用
さ
れ
る
事
も

　
な
か
っ
た
）
。
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m
　
当
事
者
の
考
え
る
挫
折
因

1

反
共
産
党
側
の
言
い
分

76　（582）

　
一
口
に
反
共
産
党
側
と
言
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
身
は
一
様
で
な
い
。
例
え
ば
、
与
党
M
R
P
と
在
野
勢
力
の
R
P
F
（
ド
・
ゴ
ー
ル
派
）

は
賃
上
げ
に
ま
っ
た
く
冷
淡
で
あ
っ
た
一
方
で
、
与
党
社
会
党
の
一
部
と
『
労
働
者
の
力
』
や
キ
リ
ス
ト
教
系
労
働
団
体
C
F
T
C
は
、
共
産

党
の
賃
上
げ
要
求
は
全
額
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
あ
る
程
度
の
賃
上
げ
は
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

　
譲
歩
し
え
る
賃
上
げ
率
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
差
異
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
と
ス
ト
戦
術
と
な
る
と
、
彼
ら
反
共
産
党
側
は
こ
ぞ
っ
て
こ

れ
を
妥
当
な
も
の
で
な
い
と
断
罪
す
る
。
彼
ら
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
ス
ト
は
賃
上
げ
要
求
と
い
っ
た
労
働
組
合
運
動
の
本
来
の
課
題
か
ら
実

際
に
は
逸
脱
し
、
共
産
党
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た
政
治
ス
ト
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
ー
ソ
連
の
反
米
路
線
に
従
っ
て
マ
ー
シ

ャ
ル
・
プ
ラ
ン
実
施
を
妨
害
せ
ん
が
た
め
に
こ
そ
、
共
産
党
は
労
働
者
の
賃
上
げ
願
望
を
巧
み
に
利
用
し
て
ス
ト
を
煽
っ
た
。
ス
ト
に
よ
っ
て

フ
ラ
ン
ス
経
済
が
混
乱
す
れ
ば
、
ヨ
三
脚
ヅ
パ
経
済
援
助
に
も
と
も
と
及
び
腰
な
ア
メ
リ
カ
議
会
の
一
部
を
一
層
当
惑
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
側
か

ら
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
断
念
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
経
済
は
破
局
を
迎
え
、
共
産
主
義
革
命
の
蜂
起
も
容
易
に

な
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
し
て
、
ス
ト
労
働
者
の
間
に
こ
の
よ
う
な
政
治
ス
ト
に
対
す
る
疑
心
が
時
と
と
も
に
広
が
り
ス
ト
脱
落
者
が
増
加

し
て
ス
ト
は
挫
折
し
た
の
だ
、
と
反
共
産
党
側
は
主
張
す
る
。

　
反
共
産
党
側
が
挙
げ
る
ス
ト
挫
折
の
第
二
の
原
因
は
、
ス
ト
の
暴
力
的
性
格
に
あ
っ
た
。
彼
ら
が
特
に
問
題
に
し
た
の
は
運
輸
部
門
で
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ド
ル
　
　
パ
ト
ロ
ソ

ト
で
あ
る
。
共
産
主
義
過
激
分
子
は
、
非
ス
ト
労
働
者
と
幹
部
職
員
・
個
人
企
業
家
自
身
の
手
で
列
車
・
ト
ラ
ッ
ク
が
運
行
さ
れ
る
の
を
阻
止

す
る
た
め
に
、
レ
ー
ル
の
ボ
ル
ト
を
取
り
外
し
道
路
上
に
は
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
鋲
を
撒
い
た
と
反
共
産
党
側
か
ら
断
罪
さ
れ
た
の
だ
が
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
的
暴
力
行
為
が
結
局
一
般
ス
ト
労
働
者
の
離
反
を
招
く
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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反
共
産
党
側
が
挙
げ
る
ス
ト
挫
折
の
第
竃
の
原
因
は
、
運
輸
ス
ト
と
食
品
製
造
部
門
の
ス
ト
が
、
当
時
す
で
に
逼
迫
し
て
い
た
食
料
事
情
を

一
層
悪
化
さ
せ
、
ス
ト
労
働
者
自
身
に
大
き
な
不
安
を
与
え
た
事
で
あ
る
。
ス
ト
が
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
な
っ
て
自
分
達
自
身
の
生
存
を
脅
か
し
て

い
る
と
ス
ト
労
働
者
は
考
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
ス
ト
が
労
働
者
の
間
で
不
人
気
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
時
と
と
も
に
不
人
気
に
な
っ
た
証
左
と
し
て
反

共
産
党
側
が
強
調
す
る
の
は
、
ス
ト
投
票
の
問
題
で
あ
る
。
あ
る
企
業
な
い
し
企
業
内
一
部
門
が
ス
ト
入
り
す
る
際
、
そ
の
決
定
は
、
共
産
党

系
労
組
指
導
部
の
主
導
下
職
場
集
会
に
於
け
る
公
開
投
票
（
口
頭
・
起
立
・
挙
手
）
で
行
わ
れ
た
、
と
彼
ら
は
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方

で
は
、
実
際
に
は
ス
ト
に
反
対
の
者
で
も
、
「
裏
切
り
者
だ
」
と
非
難
さ
れ
る
（
こ
の
非
難
は
往
々
に
し
て
肉
体
的
制
裁
を
伴
う
）
事
が
怖
く
て
ス
ト

に
異
議
を
申
し
立
て
る
事
が
で
き
な
い
、
そ
し
て
更
に
、
秘
密
投
票
実
施
を
職
場
集
会
で
提
案
す
る
事
自
体
も
「
裏
切
り
者
」
扱
い
さ
れ
、
こ

れ
も
怖
く
て
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
共
産
党
系
労
組
指
導
部
の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
共
産
党
側
の
努
力
で
秘
密
投

票
が
実
施
さ
れ
た
所
で
は
、
ス
ト
反
対
の
票
が
優
勢
を
占
め
た
、
と
彼
ら
は
主
張
す
る
。
彼
ら
が
特
に
好
ん
で
取
り
上
げ
る
の
は
サ
ン
・
ワ
ン

ω
ρ
○
器
昌
（
セ
…
ヌ
・
サ
ン
・
ド
ニ
県
）
の
シ
ト
胃
エ
ン
Ω
貯
。
曾
自
動
車
工
場
の
例
で
、
こ
こ
は
公
開
投
票
の
結
果
十
一
月
十
九
日
よ
り
ス
ト

に
入
っ
て
い
た
の
だ
が
、
二
十
日
に
秘
密
投
票
が
実
施
さ
れ
四
九
七
八
頬
一
二
〇
一
で
労
働
再
開
派
が
多
数
を
占
め
、
そ
し
て
翌
日
に
は
全
従

業
員
の
三
分
の
二
審
が
就
労
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
は
、
本
心
が
自
由
に
表
明
で
き
る
状
況
下
で
は
ス
ト
に
異
議
申
し
立
て
を

行
う
の
だ
、
と
反
共
産
党
側
は
言
う
。

　
結
局
彼
ら
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ス
ト
は
政
治
的
で
暴
力
的
で
、
そ
し
て
さ
ら
に
食
料
事
情
を
悪
化
さ
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
故
に
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ト
労
働
者
の
支
持
を
漸
次
失
い
、
そ
し
て
事
実
、
労
働
考
の
ス
ト
不
信
は
秘
密
投
票
を
通
じ
て
暴
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2
　
共
産
党
側
の
言
い
分

彼
ら
の
挫
折
因
総
括
が
最
も
赤
裸
々
に
行
わ
れ
て
い
る
文
書
は
、
ス
ト
全
国
中
央
委
員
会
が
十
二
月
九
日
に
出
し
た
労
働
再
開
指
令
、
つ
ま
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リ
ス
ト
敗
北
声
明
で
あ
る
。
以
下
抜
粋
し
て
み
る
。

　
　
　
「
政
府
の
立
場
と
労
働
者
の
意
志
・
尊
厳
と
が
相
容
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
第
二
の
点
は
、
パ
ン
の
た
め
の
闘
い
の
申
で
警
察
権
力
の
抑
圧
か
ら
身
を
守
ら

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
勇
敢
な
同
士
達
に
対
す
る
訴
追
を
取
り
下
げ
る
事
、
そ
し
て
投
獄
さ
れ
て
い
る
労
働
者
を
解
放
す
る
事
を
政
府
が
拒
否
し
て
い
る

　
事
で
あ
る
。

　
　
第
三
の
点
は
、
こ
の
反
動
政
府
が
、
労
働
組
合
の
自
由
そ
の
他
に
背
く
悪
法
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
望
ん
で
い
る
事
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
警
察
と

　
　
軍
隊
が
諸
君
達
に
差
し
向
け
ら
れ
た
。
数
限
り
な
い
労
働
者
が
負
傷
し
、
そ
し
て
死
者
も
出
た
こ
と
の
責
任
は
、
政
府
及
び
内
務
大
臣
モ
ッ
ク
（
↑
竃
。
。
F

　
　
社
会
党
）
に
あ
る
。

　
　
　
諸
君
達
の
力
と
抵
抗
を
打
ち
砕
く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
装
置
が
動
員
さ
れ
た
。
稀
な
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
ラ
ジ
オ
・
新
聞
が
虚
言
と
中
傷
で
こ

　
　
れ
ほ
ど
ま
で
に
醜
悪
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
ス
ト
破
壊
者
と
し
て
混
乱
煽
動
分
子
が
雇
わ
れ
た
。
ス
ト
の
『
政
治
化
』
に
反
対
し
て
闘
う

　
　
と
の
口
実
の
下
、
彼
ら
は
政
府
の
反
動
曲
政
治
に
奉
仕
し
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
導
労
働
組
合
の
指
導
者
等
も
、
ス
ト
破
壊
者
と
同
じ
役
割
を
演
じ
た
。

　
　
　
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
総
て
合
わ
さ
っ
て
も
、
諸
君
達
の
意
志
を
圧
し
潰
す
の
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
諸
君
達
を
圧
し
潰
し
阻
喪
さ
せ
る
た
め
に
、
政
府

　
　
は
飢
え
に
期
待
を
か
け
た
。
諸
君
達
の
大
半
が
そ
の
日
暮
し
の
か
つ
が
つ
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
事
を
政
府
は
知
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
諸
君
達
の
経
済
的

　
　
困
窮
、
子
供
達
の
お
な
か
を
最
早
満
た
す
事
が
で
き
な
い
母
親
達
の
苦
悩
、
そ
れ
を
当
て
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
　
わ
れ
わ
れ
の
敵
が
ま
き
散
ら
し
た
中
置
に
影
響
さ
れ
、
欺
か
れ
、
士
気
阻
喪
し
た
労
働
者
は
労
働
を
再
開
し
た
。
蝕
え
の
重
圧
を
受
け
て
、
心
中
煩
悶
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
な
が
ら
再
び
仕
事
に
戻
っ
た
労
働
者
も
い
た
」
（
丸
括
弧
筆
老
）
。

敗
北
直
後
だ
け
に
か
な
り
原
初
的
で
骨
組
み
だ
け
の
挫
折
因
分
析
だ
が
、
し
か
し
、
こ
の
文
書
は
文
字
通
り
骨
組
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
共

　
　
　
　
　
　
⑧

産
党
側
の
見
解
は
、
こ
の
文
書
中
で
指
摘
さ
れ
た
事
柄
に
肉
付
け
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
敗
北
声
明
に
基
づ
い
て
共
産
党
側

の
見
解
を
ま
と
め
る
事
で
、
本
節
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
「
飢
え
」
の
問
題
を
共
産
党
側
は
か
な
り
重
要
視
し
て
い
る
。
　
こ
の
問
題
に
関
し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
先
の
文
書
中
で

は
直
接
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
が
当
時
の
共
産
党
系
新
聞
が
こ
ぞ
っ
て
非
難
し
た
、
《
ス
ト
日
分
の
賃
金
不
払
い
》
と
い
う
政
府
の
姿
勢
（
十
一
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月
二
十
六
日
首
相
声
明
）
で
あ
る
。
共
産
党
側
に
言
わ
せ
れ
ば
、
政
府
は
ス
ト
面
分
の
賃
金
の
支
払
い
を
前
も
っ
て
拒
絶
し
た
上
で
、
労
働
者
の

要
求
す
る
賃
上
げ
幅
を
拒
否
し
て
ス
ト
解
決
を
長
引
か
せ
、
そ
の
結
果
、
ω
ス
ト
分
の
賃
金
を
失
っ
て
も
賃
上
げ
を
克
ち
取
る
ま
で
断
固
ス
ト

を
続
行
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
②
賃
上
げ
を
諦
め
て
ス
ト
で
失
う
賃
金
を
最
小
限
に
留
め
る
か
、
と
い
う
選
択
を
ス
ト
労
働
者
に
強
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
労
働
者
は
、
食
糧
難
の
上
に
彼
ら
の
購
買
力
が
解
放
後
の
最
低
記
録
を
記
し
て
い
た
当
時
の
状
況
下
、
将
来
の
賃
上
げ
分
よ
り

低
賃
金
で
も
今
日
こ
の
日
の
賃
金
の
方
が
貴
重
に
な
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
生
活
危
機
を
逆
手
に
取
っ
た
政
府
の
狡
猪
な
や
り
口
。
こ

れ
が
共
産
党
の
考
え
る
ス
ト
挫
折
最
大
因
で
あ
る
。

　
第
二
の
挫
折
因
は
、
十
二
月
六
日
施
行
の
ス
ト
弾
圧
法
（
正
式
名
は
共
和
国
防
衛
法
。
法
案
の
議
会
挺
出
は
十
一
月
二
十
九
日
）
、
つ
ま
り
敗
北
声
明

中
で
言
う
「
労
働
組
合
の
自
由
そ
の
他
に
背
く
悪
法
」
に
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
、
警
察
・
軍
隊
を
動
員
し
た
ス
ト
破
り
で
あ
る
。
ほ
ぼ

共
産
党
の
み
が
反
対
す
る
中
可
決
さ
れ
た
こ
の
共
和
国
防
衛
法
な
る
も
の
の
中
身
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
ω
「
共
和
主
義
制
度
を
守
り
、
破
壊
行
為
を
予
防
し
、
労
働
の
自
由
を
守
る
た
め
に
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
陸
・
海
・
空
軍
の
予
備
役
か
ら
最
大
八
二
の
兵

　
　
員
・
士
官
・
下
士
官
を
召
集
す
る
権
限
を
有
す
」
（
第
一
条
）

　
②
「
不
正
な
威
嚇
、
虚
偽
、
暴
力
、
妨
害
行
為
、
或
は
脅
迫
に
よ
っ
て
、
労
働
の
停
止
を
仕
向
け
た
者
、
乃
至
そ
れ
を
仕
向
け
て
い
る
者
、
及
び
仕
向
け
よ

　
　
う
と
し
た
者
、
そ
し
て
企
業
活
動
、
及
び
労
働
の
自
由
な
行
使
を
侵
害
し
た
者
、
及
び
侵
害
し
よ
う
と
し
た
老
は
、
六
ヵ
月
か
ら
五
年
の
禁
鋼
、
及
び
一

　
　
千
か
ら
五
十
万
フ
ラ
ン
の
科
料
に
処
す
」
（
第
四
条
）

　
③
「
企
業
活
動
、
及
び
労
働
の
自
由
へ
の
侵
害
行
為
が
」
、
「
武
器
の
携
帯
、
或
は
家
宅
侵
入
を
伴
う
場
合
」
、
及
び
「
機
械
を
使
用
不
能
と
す
る
行
為
、
又

　
　
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
乗
り
物
の
運
行
を
妨
害
す
る
行
為
、
更
に
広
く
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
破
壊
行
為
を
伴
う
場
合
、
前
記
の
刑
量
は
二
倍
と
な
る
」
（
第

　
　
　
五
条
）

　
ω
「
演
説
、
呼
び
声
、
読
物
、
印
環
物
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
、
或
は
ビ
ラ
に
よ
っ
て
、
第
四
条
と
五
条
に
於
て
規
定
さ
れ
禁
止
さ
れ
た
行
為
を
教
唆

　
　
し
た
者
、
及
び
そ
れ
ら
の
行
為
に
賛
同
し
た
者
は
、
そ
の
従
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
し
（
第
六
条
）

　
⑤
「
あ
ら
ゆ
る
国
家
公
務
員
、
地
方
団
体
公
務
員
、
公
役
務
従
事
者
、
及
び
、
国
営
企
業
な
ら
び
に
公
的
利
害
に
関
わ
る
企
業
の
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
そ
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の
者
が
第
四
・
五
・
六
条
が
対
象
と
す
る
行
為
の
主
犯
な
い
し
従
犯
で
あ
る
場
合
、
法
律
上
・
契
約
上
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
解
雇
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
」
（
第
八
条
）

　
こ
の
法
律
の
趣
旨
が
、
警
察
力
は
お
ろ
か
軍
事
力
を
用
い
て
ま
で
も
ス
ト
運
動
の
破
壊
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
共
産
党
の
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
ず
万
人
の
同
意
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
、
ス
ト
上
聞
中
に
計
一
三
七
五
名
が
逮
捕
さ
れ
（
労
働
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
容
疑
で
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
三
名
、
破
壊
行
為
の
容
疑
で
＝
二
名
、
そ
の
他
一
五
〇
名
）
、
そ
の
内
一
二
二
八
名
が
起
訴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
反
共
産
党
陣
営
最
右
翼
の
ド
・
ゴ
ー
ル
派
も
、
こ
の
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
を
ス
ト
挫
折
因
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
の

こ
の
考
え
は
、
共
産
党
と
違
い
、
こ
れ
を
歓
迎
し
た
上
で
の
事
だ
が
。

　
と
も
あ
れ
、
次
に
第
三
の
ス
ト
挫
折
因
に
移
ろ
う
。
そ
れ
は
、
労
働
者
側
自
体
の
中
に
C
G
T
少
数
派
や
C
F
T
C
な
ど
の
「
ス
ト
破
壊
者
」

が
存
在
し
て
い
た
事
で
あ
る
。
ま
ず
彼
ら
は
、
国
鉄
と
P
T
T
（
郵
便
・
電
信
・
電
話
）
と
い
う
労
働
運
動
の
枢
軸
的
部
門
が
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
に

突
入
す
る
の
を
妨
害
し
、
こ
れ
を
未
然
に
阻
止
し
た
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
ス
ト
が
勃
発
し
た
と
こ
ろ
で
も
、
彼
ら
は
ス
ト
破
り
を
積
極
的
に
組

織
し
て
ス
ト
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
勿
論
の
事
だ
が
、
こ
の
ス
ト
破
り
は
第
二
の
挫
折
因
で
あ
る
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
と
密
接
に
連
動
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
労
働

運
動
内
の
「
ス
ト
破
壊
者
」
は
、
非
ス
ト
労
働
者
の
「
労
働
の
自
由
」
を
保
証
す
る
た
め
に
と
の
口
実
で
警
察
・
軍
隊
の
介
入
を
進
ん
で
肯
定

し
、
警
察
力
と
軍
事
力
に
依
存
し
て
ス
ト
ピ
ケ
を
破
り
ス
ト
反
対
の
主
張
を
労
働
者
に
押
し
付
け
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し

た
シ
ト
“
エ
ン
自
動
車
工
場
。
共
産
党
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
で
ス
ト
反
対
派
が
十
一
月
二
十
日
に
ス
ト
権
投
票
で
勝
利
し
た
の
は
、
何
よ
り

も
前
日
十
九
日
夜
半
に
警
察
の
介
入
に
よ
っ
て
占
拠
ス
ト
が
排
除
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
警
察
の
監
視
下
行
わ
れ
た
翌
日
の
投
票
に

は
、
全
従
業
員
約
一
七
五
〇
〇
人
の
う
ち
幹
部
職
員
と
事
務
職
員
中
心
の
約
三
五
％
し
か
参
加
せ
ず
、
そ
れ
故
ス
ト
反
対
派
が
勝
利
し
た
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
共
産
党
が
挙
げ
る
ス
ト
挫
折
因
の
第
四
は
、
「
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の
虚
言
と
中
傷
」
で
あ
る
。
反
共
産
党
側
は
ラ
ジ
オ
（
す
べ
て
國
営
）
と
党
派
新
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聞
を
使
っ
て
情
報
を
巧
み
に
操
作
し
、
「
政
治
ス
ト
」
と
の
レ
ヅ
テ
ル
貼
り
を
行
い
、
ま
た
、
暴
力
事
件
と
食
料
事
情
悪
化
の
全
責
任
を
ス
ト

に
負
わ
せ
る
事
で
ス
ト
労
働
者
自
身
を
動
揺
さ
せ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
の
特
性
自
体
の
問
題
も
あ
っ
た
。
十
一
月
二
十
六
日
目
電
波
に
乗
っ
た
シ
ュ
ー
マ
ン
声
明
の
内
容
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

《
ス
ト
目
分
の
賃
金
不
払
い
》
と
の
政
府
方
針
を
伝
え
る
一
方
で
、
物
価
調
整
手
当
支
給
と
家
族
手
当
増
額
等
を
約
束
す
る
と
い
う
、
ア
メ
と

ム
チ
を
巧
み
に
使
い
分
け
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、
共
産
党
に
と
っ
て
問
題
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
内
容
も
勿
論
だ
が
、
ラ
ジ
オ
と
い
う
媒
介
物

の
性
格
か
ら
し
て
必
然
的
に
、
そ
の
声
明
が
C
G
T
を
蚊
帳
の
外
に
置
き
労
働
者
個
人
一
人
ず
つ
に
直
接
呼
び
か
け
て
取
引
を
持
ち
か
け
る
も

の
だ
っ
た
事
で
あ
る
。
ス
ト
労
働
者
を
C
G
T
組
織
か
ら
分
断
し
ア
ト
ム
化
し
て
ス
ト
の
団
結
力
を
切
り
崩
す
も
の
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
二
十
六
日
以
降
も
政
府
の
ラ
ジ
オ
利
用
が
続
く
。
三
十
一
日
は
労
相
マ
イ
エ
ル
U
．
冒
㊤
蜜
頸
、
十
二
月
一
日
は
C
G
T
書
記
長
ジ
ュ
オ

：
い
・
甘
昌
窪
図
（
当
時
の
C
G
T
は
二
人
書
記
長
制
で
、
ジ
ュ
オ
ー
は
少
数
派
代
表
の
書
記
長
）
と
再
度
シ
ュ
ー
マ
ン
が
登
場
。
何
れ
も
C
G
T
組
織

を
無
視
し
、
直
接
労
働
者
に
対
し
て
何
某
か
の
手
当
を
約
束
し
て
労
働
再
開
を
呼
び
か
け
る
も
の
だ
っ
た
。

　
ス
ト
の
政
治
的
性
格
。
暴
力
的
性
格
。
ス
ト
に
よ
る
食
料
事
情
悪
化
。
そ
し
て
こ
の
第
三
の
周
題
は
、
共
産
党
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
飢
え
」

を
利
用
し
た
政
府
の
狡
猜
な
手
口
が
生
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
共
産
党
か
ら
見
れ
ば
、
ス
ト
の
政
治
的
・
暴
力
的
性
格
と
ス
ト
に

伴
う
食
料
事
情
悪
化
と
い
う
問
題
を
一
面
的
に
歪
曲
し
た
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の
反
ス
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
加
え
て
、
警
察
・
軍
隊
の
介
入
、
労

働
運
動
内
の
ス
ト
反
対
派
の
存
在
。
以
上
、
ス
ト
挫
折
因
に
関
す
る
従
来
の
見
解
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
を
一
瞥
で
概
観
し
た
上
で
の
も
の
に
過

ぎ
な
い
が
、
何
れ
も
説
得
力
の
あ
る
主
張
で
あ
っ
て
、
実
際
に
ス
ト
が
挫
折
し
た
地
域
で
は
こ
れ
ら
の
挫
折
因
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
、
と
考
え

て
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
こ
の
ス
ト
運
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
挫
折
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ト
発
火
点
と
な
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、

後
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
他
地
域
で
ス
ト
脱
落
者
が
漸
増
し
始
め
た
十
一
月
二
十
七
日
頃
以
降
も
労
働
再
開
例
は
殆
ど
な
く
、
ス
ト
全
国
中
央
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委
員
会
が
敗
北
声
明
を
出
し
た
十
二
月
九
日
に
蚕
っ
て
も
ス
ト
運
動
の
団
結
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
先
の
善
女
な
「
挫
折
因
」
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ぼ
、
一

体
な
ぜ
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
ス
ト
が
挫
折
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
こ
の
特
殊
性
が
ス
ト
全
体
の
帰
趨
を
結
果
的
に

規
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
聞
題
を
検
討
す
る
の
が
次
章
以
降
の
課
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
次
章
以
降
の
こ
の
作
業
に
際
し
て
は
、
ブ
ー
シ
ュ
川
デ
ュ
ー
ロ
！
ヌ
県
（
マ
ル
セ
イ
ユ
の
駈
惑
乱
）
文
書
室
所
蔵
の
県
警
察
情
報
局

ω
Φ
讐
8
㊦
∪
9
母
審
臼
Φ
轟
巴
鳥
⑦
ω
園
Φ
蕊
。
お
器
臼
⑦
簿
ω
O
曾
門
戸
賃
（
以
下
も
o
G
U
・
幻
・
○
・
と
略
す
）
文
書
等
を
参
照
し
た
。
以
下
の
注
で
同
室
所

蔵
文
書
は
鋭
∪
●
で
示
し
、
分
類
番
号
を
添
え
て
お
く
。

①
こ
の
暴
力
問
題
を
ス
ト
挫
折
の
最
大
因
と
考
え
て
い
る
研
究
書
と
し
て
、
。
2

　
回
．
も
．
幻
ご
ロ
解
卜
轟
殉
ミ
や
§
概
恥
言
鐙
ミ
ミ
雪
ミ
需
愚
さ
戸
畑
心
§
黒
門
ー
ミ
遣
㌧

　
這
。
。
9
勺
」
。
。
樫
ま
た
、
暴
力
問
題
と
先
の
ス
ト
の
政
治
性
と
を
合
わ
せ
て
ス
ト
挫

　
折
因
と
み
な
す
研
究
書
と
し
て
、
o
診
両
・
鼠
。
答
冒
。
び
§
馬
ミ
鴇
ミ
篤
ぎ
、
§
斜
ミ

　
O
ミ
§
§
ミ
始
ミ
ミ
遣
N
O
農
ミ
N
お
。
。
傘
や
ω
窃
り
・

②
　
以
上
反
共
産
党
側
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
〈
・
〉
霞
一
9
腎
ミ
奉
ミ
袋
角
§
帖
馬
§
ミ

　
N
ミ
N
I
億
回
タ
鉾
ど
お
刈
O
の
他
に
、
次
の
党
派
新
聞
を
参
照
し
た
一
揖
、
§
ミ
鼠
麟

　
驚
勺
き
9
ξ
ミ
（
以
上
桂
会
党
）
、
ミ
き
§
§
（
ド
・
ゴ
ー
ル
派
）
、
魯
ミ
腰
ミ
§
ミ

　
（
M
R
P
）
。
鳶
㌔
愚
ミ
ミ
蕊
を
除
く
各
紙
は
南
仏
の
地
域
紙
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ

　
れ
ら
各
紙
の
論
調
は
当
該
政
治
勢
力
の
全
國
向
け
主
張
と
大
差
な
い
、
と
考
え
て

　
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
以
下
の
学
窓
で
言
う
マ
ル
セ
イ
ユ
の
反
共
産
党
側

　
新
聞
と
は
、
鳶
℃
苫
§
ξ
ミ
㌧
旨
笥
ミ
ミ
翻
り
鳶
ミ
“
蕊
ミ
ミ
N
ミ
で
あ
る
。

③
　
声
明
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
。
h
‘
卜
”
§
ミ
§
㌔
ミ
ミ
Q
§
億
へ
N
旨
逡
。
。
も
や
。
。
ミ

　
一
蒔
ρ

④
共
産
党
側
の
主
張
に
つ
い
て
参
照
し
た
も
の
は
次
の
三
日
刊
紙
で
あ
る
i

　
N
．
笛
ミ
嵩
§
ミ
魯
沁
。
楠
へ
鷺
ー
ミ
ミ
（
マ
ル
セ
イ
ユ
地
域
の
党
機
関
紙
『
赤
い
南
部
』
）
、

　
智
』
§
§
ミ
ミ
鎗
（
同
地
域
の
共
産
党
系
大
衆
団
体
『
国
民
戦
線
』
機
関
紙
）
。

⑤
ス
ト
挫
折
因
の
中
で
警
察
・
軍
隊
の
介
入
を
重
視
す
る
雰
共
産
党
員
研
究
者
と

　
し
て
は
、
o
h
．
、
Ω
。
国
。
鉾
蕃
菩
ミ
肋
ミ
“
匙
G
§
§
§
§
防
騎
冒
、
§
9
§
し
O
。
。
b
。
℃

　
や
鋒

⑥
数
字
に
つ
い
て
は
、
9
、
O
』
お
①
ざ
ミ
ミ
ミ
篭
譜
、
翁
O
、
ミ
ミ
、
ミ
凄
愚
導
㍉
暁
ミ
遠

　
§
恥
畿
ミ
無
。
謹
h
ミ
団
乱
心
と
、
お
①
9
や
ω
爲
■
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ニ
　
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
「
挫
折
因
」
の
実
相

1

ま
ず
「
ス
ト
の
政
治
的
性
格
」
に
つ
い
て
の
、
反
共
産
党
側
の
ラ
ジ
オ
・
新
聞
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。
典
型
的
記
事
を
数



フランスにおけろ1947年11－12月ストライキの挫折（杉本）

個
抜
粋
す
る
。

　
　
　
「
ジ
ダ
ー
ノ
ブ
（
跨
こ
q
露
。
タ
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
結
成
会
議
で
の
ソ
連
党
代
表
）
が
言
う
（
世
界
各
国
共
産
主
義
者
の
）
《
共
通
の
義
務
》
と
は
、
フ
ラ

　
　
ソ
ス
共
産
党
に
と
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
破
滅
さ
せ
て
苦
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
産
主
義
の
餌
食
と
す
べ
く
、
フ
ラ
ン
ス
を
大
混
乱
と
無
秩
序

　
状
態
に
陥
れ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
の
実
現
を
阻
む
事
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
共
産
党
に
従
う
C
G
T
の
若
干
の
指
導
者
が
労
働
者
階
級
を
引
き

　
　
ず
り
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
の
政
治
ス
ト
は
、
政
府
の
権
威
を
弱
め
て
共
和
制
を
破
壊
す
る
と
い
う
体
制
転
覆
計
画
の
一
部
分
な
の
で
あ
る
」
（
丸
括
弧
筆

　
　
者
）
〔
智
℃
喚
s
§
精
ミ
＼
一
ド
H
㎝
I
H
①
〕

　
　
　
「
誠
実
な
人
な
ら
誰
で
も
、
現
下
の
ス
ト
に
は
政
治
的
動
機
し
か
な
い
こ
と
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
だ
ろ
う
。
ス
ト
で
勤
労
者
階
級
の
貧
窮
状
態
が
酷

　
　
く
な
っ
て
も
、
国
民
全
体
の
窮
乏
が
悪
化
し
て
も
構
わ
な
い
。
賃
金
が
失
わ
れ
て
も
構
わ
な
い
。
全
ロ
シ
ア
人
の
ツ
ァ
ー
の
た
め
に
、
ツ
ァ
ー
が
結
局
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
テ
レ
　
ブ
ロ
フ
ニ
シ
コ
お
ル

　
　
を
収
め
さ
え
ず
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
。
こ
れ
だ
け
が
、
共
産
党
と
C
G
τ
の
指
導
者
の
目
に
重
要
な
事
な
の
だ
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
職
業
か
ら
生
じ
る
関

　
　
心
の
擁
護
な
ど
、
パ
イ
を
発
酵
さ
せ
る
酵
母
で
し
か
な
い
」
〔
ミ
等
§
・
・
偽
ミ
H
ド
同
？
嵩
〕

　
　
　
「
鉄
道
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
実
際
に
は
、
交
通
を
混
乱
さ
せ
都
帯
住
民
へ
の
食
糧
供
給
を
た
ち
ま
ち
危
う
く
し
、
国
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
実

　
　
施
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
用
意
周
到
な
意
図
を
反
映
し
て
い
る
。
ゼ
ネ
ス
ト
は
政
治
的
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
職
業
上
の
正
当
な
ス
ト
で
は
な
い
」
〔
公
共

　
　
事
業
・
運
輸
相
ピ
ノ
ー
O
岸
℃
言
8
賃
の
ラ
ジ
オ
声
明
（
1
1
・
2
5
）
。
翌
日
付
ミ
等
§
3
智
ミ
瞳
ミ
§
§
執
に
掲
載
〕

　
　
　
「
大
き
な
悲
劇
は
、
勤
労
者
の
困
窮
状
態
が
、
政
治
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
、
勤
労
者
の
境
遇
改
善
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
目
的
の
た
め
に
悪
用

　
　
さ
れ
て
い
る
事
実
の
中
に
あ
る
」
〔
首
相
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ラ
ジ
オ
声
明
（
1
1
・
2
6
）
。
翌
日
付
註
等
。
e
§
粘
ミ
”
ミ
等
§
§
℃
鳶
§
蔑
§
§
ミ
に
掲
載
〕

　
　
　
「
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
可
能
な
範
囲
内
で
労
働
者
階
級
の
要
望
を
満
た
す
考
え
が
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
経
済
的
要
求
の
実
質
が
達
成
さ

　
　
れ
る
以
上
、
ス
ト
を
引
続
き
行
っ
て
い
る
人
達
は
、
明
ら
か
に
政
治
目
的
の
た
め
に
こ
そ
ス
ト
を
し
て
い
る
の
で
す
」
〔
労
相
マ
イ
エ
ル
の
ラ
ジ
オ
声
明
（
1
2

　
　
・
4
）
。
翌
日
付
鳶
等
き
§
精
ミ
に
掲
載
〕

　
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
反
共
産
党
側
は
ス
ト
ー
政
治
ス
ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
執
拗
に
強
調
し
て
い
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
実
の
と
こ

ろ
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
の
的
は
ず
れ
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
前
掲
の
小
論
で
詳
述
し
た
事
だ
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
労
働
者
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が
経
済
生
活
改
善
と
い
う
一
点
で
ス
ト
に
参
加
し
て
い
た
～
方
で
、
パ
リ
中
央
と
同
様
マ
ル
セ
イ
ユ
の
共
産
党
指
導
者
が
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
結

成
後
に
反
米
一
反
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
と
い
う
政
治
闘
争
を
最
優
先
課
題
に
位
置
づ
け
、
し
か
も
賃
金
闘
争
で
も
っ
て
こ
の
政
治
闘
争
を
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

行
さ
せ
る
意
味
合
い
も
あ
っ
て
賃
上
げ
要
求
ス
ト
を
組
織
し
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
ス
ト
労
働
者
は
、
共
産
党
指
導
部
の
最
大
関
心
事
が
反
米
1
1
反
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
と
い
う
政
治
課
題
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
も
、

そ
れ
を
問
題
視
し
て
ス
ト
に
疑
念
を
抱
く
事
は
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
ス
ト
労
働
者
に
と
っ
て
共
産
党
を
支
持
す
る
か
し
な
い
か
の
判
断
基

準
は
、
党
の
親
ソ
反
米
主
義
の
是
非
で
は
な
く
て
、
党
が
自
分
達
の
経
済
要
求
を
熱
心
に
擁
護
し
て
く
れ
る
か
く
れ
な
い
か
、
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ス
ト
労
働
者
の
こ
の
辺
り
の
心
性
に
つ
い
て
、
警
察
文
書
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
　
　
「
全
体
と
し
て
勤
労
者
は
、
今
回
の
煽
動
的
運
動
の
起
源
は
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
達
の
生
活

　
　
条
件
を
擁
護
す
る
C
G
T
の
ま
わ
り
で
団
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
現
在
、
賃
金
労
働
老
は
皆
経
済
的
不
満
を
持
っ
て
お
り
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
ら
に
あ
っ
て
は
物
質
的
関
心
が
政
治
よ
り
も
優
越
し
て
い
る
」
（
1
1
・
1
7
）
。

　
ス
ト
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
共
産
党
が
彼
ら
の
経
済
要
求
を
二
義
的
と
は
言
え
ま
が
り
な
り
に
も
支
持
し
そ
の
実
現
の
た
め
に
ス
ト
運
動
を

指
導
し
て
い
る
、
と
い
う
事
こ
そ
が
貴
重
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
マ
ル
セ
イ
ユ
の
場
合
、
共
産
党
と
並
ん
で
労
働
者
の
支
援
政
党
で
あ

る
は
ず
の
社
会
党
が
、
他
地
域
の
社
会
党
に
較
べ
て
労
働
老
の
経
済
要
求
実
現
に
冷
淡
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
一
九
五
学
年
代
後
半

以
降
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
右
派
の
全
国
領
袖
と
な
る
ド
フ
ェ
ー
ル
Ω
●
U
Φ
自
①
ほ
①
を
、
既
に
こ
の
時
点
で
地
域
最
高
指
導
者
と
仰
い
で
い
た
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

セ
イ
ユ
社
会
党
は
、
労
働
者
階
級
で
な
く
中
間
層
を
重
視
す
る
党
内
潮
流
の
最
有
力
支
部
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ

の
ス
ト
労
働
者
に
と
っ
て
共
産
党
は
頼
も
し
い
唯
一
の
護
民
官
で
あ
り
、
ス
ト
の
「
政
治
的
性
格
」
と
い
う
彼
ら
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
い
い

問
題
で
、
彼
ら
が
そ
の
よ
う
な
護
民
宮
の
庇
護
の
外
に
出
る
事
は
あ
り
え
な
い
事
だ
っ
た
。

　
実
際
、
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の
政
治
ス
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ス
ト
労
働
老
を
動
揺
さ
せ
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
前
掲
し
た
よ
う
に
首
相
シ
ュ

ー
マ
ン
の
ラ
ジ
オ
声
明
（
1
1
．
2
6
）
は
ス
ト
の
政
治
的
性
格
を
強
調
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
声
明
の
反
響
を
調
べ
た
警
察
報
告
に
よ
る
と
、
「
共
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産
党
と
そ
の
労
組
指
導
者
達
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
る
勤
労
者
の
心
を
動
か
す
丸
葉
と
論
点
を
、
総
理
は
見
つ
け

　
　
　
　
　
④

出
せ
な
か
っ
た
」
（
1
1
・
2
7
）
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
ス
ト
の
「
政
治
的
性
格
」
が
強
調
さ
れ
事
実
そ
う
い
う
性
格
は
一
面
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
性
格
は
マ
ル
セ
イ
ユ

の
ス
ト
労
働
者
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

2
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次
は
ス
ト
の
「
暴
力
的
性
格
」
に
つ
い
て
。
表
1
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
反
共
産
党
側
の
新
聞
見
出
し
で
あ
る
。
極
め
て
否
定
的
な
バ
イ

ア
ス
が
か
か
っ
た
見
出
し
で
あ
る
事
は
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
記
事
内
容
も
、
ス
ト
運
動
一
犯
罪
・
暴
力
と
い
う
イ
メ
…
ジ
を
強
調
す
る
報
道
姿
勢
で
貫
か
れ
て
い
た
。
ま
ず
市
外
で
の
破
壊
・
暴

力
行
為
の
中
か
ら
、
特
に
激
し
か
っ
た
喧
伝
例
を
一
つ
み
て
み
よ
う
。

　
そ
れ
は
、
十
二
月
三
日
午
前
二
時
二
十
分
に
ア
ラ
ス
〉
霞
霧
（
パ
ー
ー
ド
ー
ヵ
レ
ー
県
）
近
郊
で
発
生
し
た
特
急
列
車
脱
線
転
覆
事
故
。
最
終
的

に
二
十
一
人
の
犠
牲
老
を
出
し
た
こ
の
大
事
故
の
直
接
因
は
約
五
十
メ
ー
ト
ル
に
亙
っ
て
レ
ー
ル
の
ボ
ル
ト
が
欠
損
し
て
い
た
事
で
、
こ
の
事

自
体
は
誰
し
も
が
認
め
る
事
実
な
の
だ
が
、
反
共
産
党
側
新
聞
は
、
警
察
の
公
式
発
表
が
な
い
段
階
で
、
ま
た
共
産
党
側
の
否
定
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
故
の
責
任
を
共
産
党
に
帰
し
た
。
こ
の
事
故
は
、
結
局
警
察
も
破
壊
行
為
者
を
特
定
で
き
ず
、
一
九
五
三
年
の
破
殿
院
（
最
高
裁
判
所
）

判
決
で
国
鉄
当
局
に
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
決
着
す
る
の
だ
が
、
事
故
直
後
は
、
共
産
党
が
行
っ
た
最
大
の
非
人
道
的
破
壊
行
為
と
し
て
無
熱

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ミ
ミ
§
§
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
「
破
壊
考
の
た
め
に
列
車
が
脱
線
し
、
悪
辣
な
教
唆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
死
者
二
十
名
、
負
債
者
四
十
名
と
い
う
苦
い
実
を
み
の
ら
せ
た
。
テ
ィ
ヨ
ソ
氏

　
　
（
○
戸
日
暮
。
コ
共
産
党
政
治
局
員
）
が
政
府
を
『
聖
駕
者
』
だ
と
非
難
し
、
肉
§
禽
や
ミ
ミ
帖
が
号
外
を
出
し
て
誠
実
な
人
々
の
怒
り
を
逸
そ
う
と
し
て
も
、
共

　
産
党
は
そ
の
責
任
か
ら
身
を
か
わ
す
事
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
共
産
党
の
手
は
血
に
ま
み
れ
て
い
る
。
嘘
と
悪
口
雑
言
で
そ
の
血
を
洗
い
流
す
事
は
で
き
な
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表9　破壊・暴力行為に関する新聞見出し（1947年12月）

〔日付｝

　　1日

3日

4日

5日

6・7日

8日

☆サン＝テチエンヌでデモ隊県庁になだれ込み負傷者10G人以上（P）

☆共産主義煽動者，破壊と暴力を重ねる（F）

☆煽動集団，昨日勤労住民にチロル（F）

☆リモージュ駅で乱闘（F）

☆道路に鋲を撒いた二青年労働者3名逮捕（P）

☆破壊とバリケードに抗議する（M）

☆煽動者，暴力を重ねる一道路に鋲（M）

☆マルセイ＝で活動する共産主義者はテロリスト集団一工場を「略奪」し，道路

　にバリケード築く（F）

☆共産主義者の教唆の悲劇的結果一犯罪的破壊行為でパリ＝リール間特急脱線転

　覆一一20人死亡，40人負傷（F）

☆不法行為頻発一パリ＝トゥールコアン間列車の脱線転覆で21人死亡，60人負傷
　（1，1）

☆モンペリエとベジェの蜂起の一日一デモ隊ベジェ箭役所襲撃一モンペリエ財務

　局襲撃（M）

☆スト労働者ヴァランス駅を襲撃し占拠（F）

☆ニース郵便局と，パリ地域の発電所・工廠襲われる（F）

☆デモ隊1000名エクス＝アン＝プロヴァンス郵便局を襲う（F）

☆ヴァランシェンヌで機動警察隊と憲兵2G名負傷（F）

☆破壊行為現行犯逮捕の共産主義者鉄道員5こ組スト委員会の指令で動いたことを

　自白（F）

☆昨日プロヴァンス地方で暴力事件一ヴァランスで2名死亡，ニースで20人負傷

　（P）

☆マルセイユの全出入口がバリケード封鎖される（P）

☆スト中央委員会，破壊行為の命令を嵩ず（M）

☆ヴァランシェソヌとニ川目ス，ヴァランスで激しい乱闘（M）

☆スト労働者クレルモン＝フェランの社会党本部を襲撃（M）

☆ノー・一ル県で，スト労働者トラックに乗って炭坑攻撃（F）

☆スト全国委員会，本物の地方ソヴィエトをつくる（M）

☆地方で暴力行為頻発，激化（M）

☆各地の線路で破壊行為（M）

☆また破壊行為一リヨン＝パリ間急行ヴェーズ付近で脱線（F）

☆共産党細胞書記，時限爆発物所持を見つかる（M）

☆マルヌ県で武器・弾薬発見（M）

⑧（F）はla　F欄鵬（P）はle　1）rovengal，（M）は～θ漉7鰯。ηα1を指す。

⑧☆はマルセイユ外，☆はマルセイユで発生した破壊・暴力行為に関するもの。
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い
。
四
歳
の
子
供
を
含
む
二
十
人
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
責
任
は
共
産
党
に
あ
る
。
レ
ー
ル
の
ボ
ル
ト
を
外
し
儒
号
機
を
故
障
さ
せ
、
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
不

　
能
に
す
る
命
令
を
突
撃
隊
に
下
し
た
の
は
共
産
党
で
あ
る
し
（
1
2
・
4
／
丸
括
弧
筆
者
）
。

　
そ
し
て
書
勺
さ
ミ
§
精
ミ
も
、
事
故
の
責
任
を
共
産
党
に
負
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
　
　
「
共
産
党
の
突
撃
隊
が
駅
の
襲
撃
に
乗
り
出
し
操
車
場
を
占
拠
し
て
い
る
間
に
、
誰
と
も
判
ら
ぬ
破
壊
者
が
レ
ー
ル
や
転
轍
装
置
を
切
断
し
て
い
る
。
昨

　
日
ま
で
は
奇
跡
的
に
も
大
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
昨
夜
ア
ラ
ス
付
近
で
、
犯
罪
的
で
卑
劣
な
破
壊
行
為
の
最
初
の
犠
牲
者
が
で
た
。
暴
力
行
為
の

　
増
大
を
前
に
し
て
世
論
は
、
共
産
党
指
導
者
達
が
仕
組
ん
だ
大
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
、
よ
う
や
く
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
（
1
2

　
　
・
4
）
。

　
ま
た
壽
ミ
ミ
ミ
画
§
ミ
の
論
理
だ
と
、
共
産
党
が
事
故
原
因
と
の
係
わ
り
を
否
定
し
た
事
実
が
逆
に
係
わ
り
を
証
明
す
る
事
に
な
る
の
だ
っ

た
。　

　
　
「
社
会
混
乱
の
犠
牲
者
が
で
た
。
死
者
が
。
確
か
に
共
産
主
義
煽
動
者
達
は
、
無
專
の
血
で
汚
れ
た
手
を
洗
お
う
と
先
手
を
打
ち
、
挑
発
計
画
が
実
施
さ

　
れ
た
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。
が
、
自
分
が
無
罪
だ
と
性
急
に
主
張
す
る
人
間
は
、
隠
し
て
お
き
た
い
事
を
色
に
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
共
産
党
は
こ

　
ん
な
お
粗
末
な
言
い
逃
れ
を
す
る
の
か
」
（
1
2
・
4
）
。

　
次
は
マ
ル
セ
イ
ユ
市
内
で
起
き
た
破
壊
・
暴
力
行
為
に
関
す
る
喧
伝
で
あ
る
。
反
共
産
党
側
新
聞
が
特
に
力
を
入
れ
て
喧
伝
し
た
の
は
過
激

分
子
に
よ
る
道
路
交
通
の
遮
断
で
、
そ
の
新
聞
報
道
に
依
拠
し
て
こ
の
間
題
を
み
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
十
一
月
十
四
日
に
サ
ン
睦
タ
ソ
ト
ワ
ー
ヌ
ω
9
ぎ
中
〉
蓉
。
ぎ
①
区
（
甫
有
数
の
労
働
者
居
住
区
）
で
、
「
タ
イ
ヤ
を
パ
ン
ク
さ
せ
る
ぞ
、
火
を

つ
け
る
ぞ
、
と
の
ス
ト
労
働
者
の
脅
迫
に
よ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
車
庫
か
ら
出
ら
れ
な
い
」
（
ミ
等
§
q
ミ
一
一
」
α
）
事
態
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
十

五
日
以
降
は
連
日
、
ア
ラ
ン
タ
〉
お
8
駅
（
港
に
隣
接
し
た
貨
物
中
心
の
鉄
道
駅
）
と
サ
ソ
ロ
シ
ャ
ル
ル
ω
餌
ぎ
㌣
O
ぴ
ρ
二
①
ω
駅
（
市
の
濃
餅
駅
）
の

周
辺
道
路
等
で
、
「
（
動
い
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の
）
タ
イ
ヤ
を
パ
ン
ク
さ
せ
る
た
め
に
沢
山
の
鋲
が
撒
か
れ
」
（
同
紙
／
1
1
・
1
6
－
1
7
）
、
ま
た
ス
ト
ピ

ケ
労
働
者
が
「
（
動
い
て
い
る
）
ト
ラ
ヅ
ク
を
停
め
て
運
転
手
を
桐
喝
し
た
」
（
鳶
』
§
§
§
ミ
〉
回
』
切
）
。
さ
ら
に
十
二
月
に
入
る
と
、
「
車
を
停
め
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た
り
鋲
を
撒
く
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
興
奮
し
た
分
子
は
舗
石
、
レ
…
ル
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
、
ト
臣
ッ
コ
、
タ
イ
ヤ
で
道
路
上
に
バ
リ
ケ
ー
ド

を
築
き
始
め
た
」
（
同
紙
／
1
2
・
3
）
。
そ
し
て
「
サ
ン
u
タ
ン
ド
レ
ω
鉱
昌
雫
〉
嵩
α
審
区
（
労
働
者
居
住
区
）
で
は
、
夜
の
間
に
築
か
れ
た
障
害
物
を

取
り
除
く
た
め
に
警
察
が
乗
り
出
す
と
、
乱
闘
が
発
生
し
て
十
五
名
が
逮
捕
さ
れ
、
警
察
官
三
顧
が
負
傷
し
た
。
市
の
全
出
入
口
と
サ
ソ
湘
タ

ン
ト
ワ
ー
ヌ
、
ア
レ
ン
ク
で
も
同
様
の
事
件
が
突
発
し
、
逮
捕
者
が
続
出
し
た
。
そ
の
上
で
、
火
器
は
決
し
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
を
特
記

し
て
お
こ
う
」
（
同
紙
／
1
2
・
4
）
と
な
る
。
五
日
に
は
警
察
に
加
え
て
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
軍
と
イ
ン
ド
シ
ナ
帰
り
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
と

い
う
精
鋭
軍
が
登
場
し
、
「
軍
隊
に
よ
っ
て
市
の
全
出
入
口
の
障
害
物
が
取
り
除
か
れ
防
衛
さ
れ
」
（
尾
羽
8
§
ミ
ミ
・
。
・
？
『
）
、
よ
う
や
く
八
日

《
マ
ル
セ
イ
ユ
に
平
穏
が
戻
る
》
（
同
紙
の
見
毒
し
／
1
2
・
8
）
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
丸
括
弧
筆
者
）

　
以
上
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
起
き
た
暴
力
行
為
に
つ
い
て
反
共
産
党
側
新
聞
が
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
バ
リ
ケ
ー
ド
排
除
に
際
し
て
当
然

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
治
安
部
隊
側
の
暴
力
行
為
に
は
口
を
つ
ぐ
み
労
働
側
の
暴
力
の
み
を
非
難
の
姐
上
に
載
せ
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
反
共
産
党
側
の
新
聞
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
例
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
共
産
党
の
主
張
通
り
、
ス
ト
の
暴
力
的
性
格
を

一
面
的
に
歪
曲
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
、
反
共
産
党
側
の
非
難
が
ま
っ
た
く
の
中
傷
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な

か
っ
た
。
ア
ラ
ス
列
車
事
故
原
因
の
真
偽
は
判
ら
な
い
に
し
て
も
、
労
働
側
に
な
に
が
し
か
の
暴
力
・
破
壊
行
為
が
あ
っ
た
事
は
、
こ
れ
も
確

か
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
実
際
に
あ
っ
た
暴
力
・
破
壊
行
為
を
反
共
産
党
側
新
聞
が
増
幅
し
て
伝
え
て
い
た
、
と
い
う
の
が
真
網
だ
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
過
激
分
子
の
破
壊
・
暴
力
行
為
が
ス
ト
労
働
者
の
耳
目
を
集
め
て
い
た
だ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
が

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
彼
ら
は
ス
ト
不
信
に
陥
る
事
は
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
ア
ラ
ス
列
車
転
覆
事
件
の
影
響
を
み
て
み
よ
う
。
確
か
に
こ
の
事
件
は
、
人
員
整
理
反
対
闘
争
に
大
打
撃
を
与
え
た
日
本
の
三
鷹
・
松

川
両
事
件
（
一
九
四
九
年
）
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
マ
ル
セ
イ
ユ
に
限
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
事
件
で
共
産
党
に
反
感
を
抱
い
た
の
は
も
と
も

と
共
産
党
を
嫌
っ
て
い
た
人
肉
で
、
　
ス
ト
労
働
者
自
身
は
共
産
党
の
潔
白
を
信
じ
て
い
た
。
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
「
パ
リ
ー
ー
リ
ー
ル
間
で
行

わ
れ
た
犯
罪
行
為
は
、
そ
の
責
任
が
共
産
党
に
あ
る
と
考
え
る
市
民
の
感
情
を
ひ
ど
く
刺
激
し
」
、
そ
し
て
「
そ
の
行
為
を
『
ス
ト
破
り
労
働
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フランスにおける1947年11－12月ストライキの挫折（杉本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

者
と
R
P
F
の
フ
ァ
シ
ス
ト
』
の
せ
い
に
す
る
極
左
新
聞
の
主
張
は
、
共
産
党
に
対
し
て
信
心
堅
固
な
人
々
を
除
い
て
信
用
さ
れ
て
い
な
い
」

の
だ
が
、
実
は
こ
の
信
心
堅
固
な
人
々
が
結
構
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
ゆ
う
の
も
、
同
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
事
件
当
日
午
後
八
時

に
、
こ
の
事
件
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
破
壊
行
為
防
止
を
理
由
に
一
九
四
三
年
度
第
二
割
当
徴
集
兵
（
約
八
万
人
）
の
召
集
を
正
当
化
し
よ
う
と
し

た
「
国
防
相
テ
ー
ト
ジ
ェ
ン
℃
．
山
．
円
①
詳
σ
q
窪
の
ラ
ジ
オ
声
明
を
、
労
働
者
階
級
の
圧
倒
的
大
部
分
は
無
視
し
軽
侮
し
て
い
る
よ
う
だ
」
つ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
ア
ラ
ス
事
件
を
機
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
労
働
者
の
気
持
が
労
働
再
開
に
傾
い
た
と
報
告
す
る
警
察
文
書
は
一
切
な
い
し
、
ま
た
、
な
に
か

と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
忙
し
い
反
共
産
党
側
新
聞
で
も
、
唯
一
群
㌔
き
竃
ミ
ミ
が
「
ア
ラ
ス
事
故
の
後
、
オ
バ
ー
ニ
ェ
諺
¢
σ
㊤
σ
q
器
（
マ
ル
セ
イ
ユ

東
方
二
十
キ
ロ
の
町
）
の
鉄
道
従
業
員
が
労
働
再
開
を
決
め
た
」
（
1
2
・
5
／
丸
括
弧
筆
者
）
と
報
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
「
労
働
再

開
」
の
中
身
を
仔
細
に
見
る
と
、
三
十
九
人
の
事
務
系
職
員
の
う
ち
七
人
、
二
十
二
人
の
列
車
乗
務
員
の
う
ち
四
人
だ
け
が
就
労
し
た
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
市
内
で
起
き
た
労
働
側
の
破
壊
・
暴
力
行
為
に
つ
い
て
も
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
労
働
老
は
、
共
感
を
覚
え
こ
そ
す
れ
反
感
を
抱
く
事
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
も
そ
も
マ
ル
セ
イ
ユ
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
ス
ト
入
り
の
発
端
が
十
一
月
十
二
日
の
暴
動
で
、
こ
れ
に
は
最
大
時
で

約
一
万
人
の
労
働
者
が
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
共
産
主
義
過
激
分
子
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
政
党
に
無
関
心
な
非
共
産
党
労
働
者
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

多
数
い
た
。
彼
ら
一
般
労
働
者
も
、
暴
力
を
非
と
し
な
い
心
理
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
心
理
状
態
は
、
警
察
文
書
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
「
ス
ト
労
働
者
達
は
、
全
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
限
り
労
働
は

再
開
し
な
い
と
い
う
事
と
、
労
働
再
開
を
望
む
労
働
者
の
就
労
を
妨
げ
る
た
め
に
暴
力
を
用
い
る
必
要
が
生
じ
た
な
ら
そ
れ
に
訴
え
る
事
も
躊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

躇
し
な
い
、
と
公
言
し
て
い
る
」
（
1
！
・
2
7
）
の
だ
っ
た
。

　
実
際
、
暴
力
行
為
の
科
で
逮
捕
さ
れ
た
者
の
中
に
一
般
ス
ト
労
働
者
が
い
た
。
道
路
に
鋲
を
撒
い
た
容
疑
で
十
一
月
十
七
日
に
逮
捕
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

四
名
の
青
年
ス
ト
労
働
者
は
、
警
察
調
書
に
よ
る
と
皆
共
産
党
員
で
な
か
っ
た
。
暴
力
行
為
は
共
産
主
義
過
激
分
子
の
専
売
特
許
で
は
な
か
づ
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た
の
で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
、
一
般
労
働
者
が
こ
の
ス
ト
中
過
激
化
し
て
い
た
、
と
言
う
方
が
事
実
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
ス
ト
当
時
の
マ
ル
セ
イ
ユ
労
働
者
の
暴
力
許
容
度
は
か
な
り
高
く
、
従
っ
て
、
反
共
産
党
側
新
聞
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た
り
、

あ
る
い
は
実
際
目
の
前
で
展
開
さ
れ
た
破
壊
・
暴
力
行
為
も
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
労
働
者
の
反
感
を
呼
ば
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
差
し
支
え

な
い
だ
ろ
う
。

90 （596）

3

　
で
は
「
食
料
事
情
悪
化
」
は
ど
う
か
。
表
皿
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
反
共
産
党
側
の
新
聞
見
出
し
で
あ
る
。
悪
化
の
責
任
を
一
方
的
に
ス

ト
に
帰
し
て
い
る
事
は
一
会
瞭
然
で
あ
る
。
そ
し
て
記
事
内
容
も
、
ス
ト
ー
食
料
事
情
悪
化
の
元
凶
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
よ
う
と
す

る
点
で
一
貫
し
て
い
た
。

　
　
　
「
労
働
停
止
の
た
め
に
毎
臼
、
小
麦
粉
、
野
菜
、
果
物
が
失
わ
れ
台
な
し
に
な
り
、
も
と
も
と
困
難
な
状
況
に
あ
る
食
料
供
給
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

　
る
。
厳
冬
と
予
想
さ
れ
る
こ
の
無
数
ヵ
月
の
間
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
飢
え
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
、
労
働
者
の
母
親
と
妻
子
な
の
で
す
」
〔
大
統
領

　
　
オ
リ
オ
ー
ル
の
プ
レ
ス
声
明
。
鳶
ぎ
、
o
竃
ξ
ミ
（
諏
・
b
。
同
）
に
掲
載
〕

　
　
　
「
交
通
を
遮
断
し
、
生
産
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
食
料
供
給
を
傷
つ
け
、
妨
害
行
為
を
呼
び
か
け
、
こ
の
よ
う
に
し
て
自
分
自
身
と
妻
子
を
寒
さ
と
飢
え
と

　
貧
窮
に
追
い
や
る
事
は
、
本
惑
に
国
民
の
幸
福
の
た
め
に
働
い
て
い
る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
」
m
驚
等
。
ミ
§
禽
ミ
這
’
卜
⊃
〕

　
　
　
「
ガ
ス
が
部
分
ス
ト
か
ら
全
面
ス
ト
へ
移
っ
て
も
大
し
た
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
鍋
に
入
れ
る
物
が
も
う
な
い
の
だ
か
ら
。
価
格
の
法
外
な

　
上
昇
に
堪
え
ら
れ
る
財
布
な
ど
も
う
な
い
の
だ
か
ら
。
…
…
（
中
略
）
…
…
ネ
ギ
が
一
キ
ロ
七
十
フ
ラ
ン
も
す
る
の
は
飢
餓
《
実
行
人
》
の
党
の
責
任
で
あ

　
　
る
。
価
格
上
昇
は
品
薄
の
直
接
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
品
薄
の
原
因
は
、
共
産
党
の
突
撃
部
隊
が
食
料
ト
ラ
ヅ
ク
の
マ
ル
セ
イ
ユ
入
り
を
妨
害
し
て
い
る
か

　
　
ら
で
あ
る
」
〔
ミ
等
§
＆
ミ
同
b
。
・
？
ご

　
　
　
「
公
共
輸
送
に
対
し
て
先
週
お
こ
な
わ
れ
た
妨
害
の
た
め
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
の
食
料
到
着
が
混
乱
し
、
食
品
価
格
が
か
な
り
上
昇
し
た
。
ま
た
、
こ
の

　
数
日
間
ス
ト
労
働
者
に
よ
っ
て
小
麦
粉
の
配
達
が
妨
害
さ
れ
た
の
で
、
街
の
パ
ソ
屋
で
は
パ
ソ
不
足
が
日
常
化
し
て
い
る
」
〔
驚
§
蕊
ミ
§
ミ
＼
H
b
。
・
。
。
〕



フランスにおける1947年11－12月ストライキの挫折（杉本）

　
こ
の
よ
う
な
反
共
産
党
側
の
主
張
は
一
面
的
で

あ
る
。
第
一
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
労
働
者
は

食
料
の
輸
送
を
全
面
拒
否
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
十
一
月
十
八
B
港
湾
労
働
者
ス
ト
委
員

会
は
、
炊
き
出
し
等
を
賄
っ
て
い
た
ス
ト
連
帯
基

金
に
賃
金
を
払
い
込
む
と
い
う
条
件
付
き
な
が

ら
、
小
麦
と
腐
り
や
す
い
食
料
の
現
行
賃
金
で
の

荷
揚
げ
を
申
し
入
れ
た
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
湾
管

理
局
が
、
こ
の
問
題
は
政
府
権
限
に
属
す
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

申
し
入
れ
を
拒
否
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
マ

ル
セ
イ
ユ
国
鉄
ス
ト
委
員
会
も
十
一
月
二
十
一

B
、
条
件
付
き
な
が
ら
、
食
料
列
車
の
運
行
を
申

し
入
れ
た
が
、
当
局
側
が
こ
れ
を
拒
絶
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
地
中
海
地
域
鉄
道
管
理

局
長
の
蕪
つ
の
通
達
、
ω
就
労
拒
否
者
に
は
そ
の

間
の
給
与
・
手
当
を
支
給
し
な
い
、
②
就
労
拒
否

者
に
は
そ
の
間
の
給
与
の
二
倍
に
相
当
す
る
罰
金

を
科
す
、
㈲
労
働
の
自
由
を
侵
害
し
た
者
は
即
時

停
職
処
分
（
停
職
中
は
五
〇
％
の
減
給
）
と
す
る
、
を

表口　マルセイユの食料事情悪化に関する新聞見出し（1947年）

〔日付〕

11月15日

17日

18日

⑧モロッコ産の卵10月目が船倉で腐りかけている一オレンジも腐るかもしれない

一子供と病人にとっては口惜しいことに（F）

㊥埠頭・船舶ストは，われわれの子供達の食料に対する真の災い一オレンジ・果

物・野菜1000トソ腐る一冷凍肉3400トソもだめになるのか（P）

e港に二千トンの商品滞留一プラム，野菜が腐りかけている（M）

⑫オレンジ1500トン腐る（F）

㊧港に滞留中の野菜3000トソの半分が消費に適さなくなる危険（F）

⑧スト長期化すれば早晩空っぽになる市場を前に主婦の不安（P）

㊤果物・小麦を積んだ船が荷下ろしせずに出港するのではないかと母親の不安（P）

㊥昨日，50軒のパン屋でパンなし（M）

23・24日
轡鉄砧ス・・子薙から・ルク韓う（・）

　⑳列車のストップ，乳児からミルクを奪う（F）

24日

26日

⑨ストの結果一腐りやすい食品が駅で滞留一マルセイ＝…の子供達からミルクが

奪われている（P）

⑧スト労働者，マルセイユ向けの食料列車の受け入れを拒否（P）

⑳マルセイユの子供達のオレンジとバナナを船倉に放置して腐らせた港湾労働者が，

　ソ連のためなら仕事する一ソ花船くPobeda》に機械とアルメニア人の荷物積み

込まれる（P）

12月1日
Ie・SOOO人足らずのスト労働者が，トラックの通行を禁じてマルセイユを飢えさせる

　　ことを決定（F）

　　　
2則exト労1賭マルセイユ向けのジ・ガイモ転職止める（M）

4日
⑧暴動煽動者，マルセイユで食料供給のマヒに務める（P）

eスト労働者，マルセイユで食料供給を禁じる（M）

（F）（P）（M）については表Hと同じ。
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⑪

撤
回
す
る
事
で
あ
り
、
こ
の
妥
協
案
を
拒
否
し
た
当
局
側
に
も
食
料
事
情
悪
化
の
責
任
の
一
端
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
配
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

品
を
製
造
し
て
い
る
食
品
工
場
の
ス
ト
労
働
者
が
、
製
造
自
体
は
拒
否
し
て
い
た
も
の
の
在
野
分
の
出
荷
に
は
同
意
し
て
い
た
事
に
対
し
て
、

反
共
産
党
側
新
聞
は
寡
黙
で
あ
っ
た
。
特
に
、
と
り
わ
け
反
共
産
党
側
新
聞
が
喧
伝
し
た
配
給
パ
ン
の
不
足
問
題
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ

　
　
　
　
⑬

警
察
の
報
告
だ
と
パ
ン
用
小
麦
粉
は
年
末
分
ま
で
既
に
在
庫
が
あ
り
、
ス
ト
が
パ
ン
不
足
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
最
後
に
、
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

セ
イ
ユ
の
ス
ト
委
員
会
が
食
料
輸
送
の
ト
ラ
ヅ
ク
に
つ
い
て
は
運
行
を
保
証
す
る
と
言
明
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
も
、
反
共
産
党
側
新
聞
は
寡

黙
で
あ
っ
た
。

　
反
共
産
党
側
の
主
張
が
＝
圓
的
で
あ
る
第
二
の
理
由
は
、
投
機
的
思
惑
が
不
問
に
附
さ
れ
、
ス
ト
↓
品
薄
↓
価
格
上
昇
と
い
う
短
絡
な
イ
メ

ー
ジ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
事
だ
。
小
麦
粉
は
在
庫
が
十
分
に
あ
り
、
し
か
も
、
食
料
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
ス
ト
委
員
会
が
認
め
て
い
た
の
だ
か

ら
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
品
薄
と
価
格
上
昇
現
象
が
発
生
し
た
主
因
は
、
ス
ト
で
は
な
く
、
投
機
行
為
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。
事

実
L
「
ス
ト
の
た
め
に
小
麦
粉
が
な
く
、
パ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
貼
紙
を
出
し
て
店
を
閉
め
て
い
た
あ
る
パ
ン
屋
の
中
に
労
働
者
が
押
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

入
る
と
、
中
に
は
多
量
の
小
麦
粉
が
あ
っ
た
と
い
う
。
食
品
を
闇
に
流
す
か
、
将
来
の
値
上
が
り
を
見
越
し
て
隠
匿
す
る
と
い
う
事
が
パ
ン
屋

に
限
ら
ず
広
く
行
わ
れ
て
い
た
、
と
想
像
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
ー
食
料
事
情
悪
化
の
元
凶
と
い
う
反
共
産
党
側
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
共
産
党
の
主
張
通
り
確
か
に
事
実
の
一
端
を
歪

曲
し
た
も
の
だ
っ
た
。
が
、
ス
ト
中
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
食
料
事
情
が
逼
迫
し
、
ス
ト
労
働
者
が
そ
れ
に
ず
っ
と
辛
苦
し
て
い
た
事
は
紛
れ
も
な

い
事
実
で
あ
る
。
警
察
報
告
に
よ
る
と
、
ス
ト
一
週
間
足
ら
ず
で
「
パ
ン
が
不
足
し
、
ス
ト
療
病
の
給
料
は
支
払
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事

で
、
労
働
者
階
級
の
精
神
状
態
は
思
わ
し
く
な
い
。
主
婦
は
苛
立
ち
、
『
お
金
が
な
く
な
れ
ば
食
品
を
と
っ
て
行
く
だ
け
だ
わ
』
と
物
お
じ
せ

　
　
　
　
　
　
⑯

ず
に
言
っ
て
お
り
」
（
1
1
・
1
7
）
、
ま
た
「
非
常
に
多
数
の
労
働
者
が
付
け
で
パ
ソ
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
現
在
の
状
況
が
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

期
化
す
れ
ば
、
略
奪
さ
れ
る
商
店
が
い
く
つ
か
で
る
覚
れ
が
あ
る
」
（
1
1
・
2
0
）
事
態
に
な
り
、
引
き
続
い
て
十
二
月
に
も
「
マ
ル
セ
イ
ユ
の
経

済
麻
痺
は
拡
大
し
続
け
て
お
り
、
住
民
の
大
多
数
は
買
い
置
き
で
食
い
つ
な
い
で
い
る
。
小
麦
粉
、
牛
乳
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
極
度
に
欠
乏
。
パ
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⑱

ン
屋
の
前
に
長
い
行
列
が
で
き
て
い
る
」
（
1
2
二
。
）
の
だ
っ
た
。
ま
た
表
坪
は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
僅
か
な
例
で
管
見
の
範
囲
に
過
ぎ
な

い
が
、
ス
ト
中
の
食
品
価
格
高
騰
の
例
で
あ
る
。

　
従
っ
て
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
、
品
薄
・
価
格
騰
貴
・
金
欠
が
重
な
っ
た
「
飢
え
」
は
ス
ト
に
と
っ
て
確
か
に
難
敵
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
で
の
労

働
側
の
懸
念
を
報
告
す
る
警
察
文
書
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
「
旦
麗
い
港
湾
荷
役
労
働
者
の
多
く
は
ス
ト
六
日
目
に
し
て
既
に
お
金
が
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

元
に
な
く
、
彼
ら
は
下
宿
代
と
夕
食
代
の
援
助
を
組
合
指
導
老
に
求
め
て
お
り
」
（
1
1
・
1
9
）
、
「
家
族
を
養
う
お
金
が
な
く
て
ス
ト
を
続
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
い
と
、
地
区
共
産
党
細
胞
キ
ャ
ッ
プ
に
嘆
く
党
員
活
動
家
が
多
く
」
（
1
1
・
2
0
）
、
そ
し
て
「
ス
ト
労
働
者
の
金
欠
状
態
を
前
に
し
て
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
ス
ト
運
動
か
ら
脱
落
す
る
者
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
」
（
1
1
．
2
6
）
の
だ
っ
た
。

　
事
実
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
C
G
T
労
組
は
、
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
ス
ト
断
念
を
決
め
た
が
（
表
V
参
照
）
、
こ
の
六
ヵ
月
近
く
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

半
失
業
状
態
で
あ
っ
た
の
が
ス
ト
断
念
の
理
由
だ
っ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
興
味
を
惹
く
の
は
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
警
察
文
書
で
も
反
共
産
党
側
新
聞
で
も
、
「
飢
え
」
が
原
因

で
の
労
働
再
開
な
い
し
ス
ト
入
り
し
な
か
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
事
で
あ
る
。
県
知
事
モ
ワ
ヨ
ン
護
。
団
9
は
十
一
月
十
七
日
に
反

共
産
党
側
新
聞
と
非
公
式
会
見
を
行
い
そ
の
席
上
で
、
ω
ス
ト
労
働
者
数
及
び
集
会
参
加
者
数
を
実
際
よ
り
も
低
く
報
道
す
る
事
と
、
②
ス
ト

入
り
し
て
い
な
い
職
場
と
労
働
再
開
例
を
漏
れ
な
く
詳
し
く
報
道
す
る
事
を
要
請
し
て
い
た
。
要
請
さ
れ
な
く
て
も
反
共
産
党
側
新
聞
は
ω
　
②

格価品食の中
率
ト
昇
ス
上

表

ジャガイモ
ホウレンソウ

ネ　　　　ギ
タ　マ　ネ　ギ

カリフラワー

ニ　ソ　ジ　ン

乳児用麦芽粉乳
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を
実
行
し
た
だ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
こ
う
い
う
事
情
が
あ
る
以
上
、
報
告
例
の
少
な
さ
は
実
例

の
少
な
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
　
ス
ト
労
働
者
は
、
「
飢
え
」
を
深
刻

に
受
け
止
め
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
は
再
開
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
先
の
シ
ュ
…
マ
ソ
声
明
（
1
1
．
2
6
）
は
、
「
政
治
ス
ト
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り

の
他
に
ス
ト
日
分
の
賃
金
支
払
い
を
拒
否
し
た
点
で
金
欠
状
態
の
元
凶
と
も
言
え
る
も
の
だ
っ

た
の
だ
が
、
こ
の
声
明
に
対
し
て
ス
ト
労
働
者
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
何
ら
心
を
動
か
さ
れ
な
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か
っ
た
ぽ
か
り
か
（
八
五
頁
）
、
同
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
「
ス
ト
労
働
者
は
、
不
十
分
な
賃
上
げ
提
案
と
ス
ト
日
分
の
賃
金
不
払
い
と
い
う
公

式
声
明
に
苛
立
ち
を
深
め
て
い
る
。
ス
ト
を
続
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
政
府
は
降
伏
す
る
だ
ろ
う
、
と
彼
ら
は
確
亡
し
て

　
⑳
い
る
」
の
だ
っ
た
。
ま
た
第
二
の
シ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
ジ
オ
声
明
（
1
2
・
－
）
も
ス
ト
日
延
の
賃
金
不
払
い
を
再
確
認
す
る
内
容
だ
っ
た
が
、
警
察

文
書
に
よ
る
と
こ
れ
も
、
「
首
相
声
明
は
ス
ト
労
働
者
の
間
に
非
常
に
激
し
い
不
満
を
引
き
起
こ
し
た
。
労
組
は
現
在
の
姿
勢
を
変
え
ず
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ト
命
令
を
出
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
労
働
者
は
、
労
組
指
導
者
の
発
す
る
命
令
を
依
然
正
確
に
守
っ
て
い
る
」
（
1
2
・
2
）
の
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
前
掲
（
九
〇
頁
）
の
大
統
領
オ
リ
オ
ー
ル
声
明
は
、
ス
ト
こ
そ
食
料
事
情
悪
化
の
原
因
だ
と
強
調
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
警

察
文
書
に
よ
る
と
、
「
労
働
再
開
を
ス
ト
労
働
者
に
呼
び
か
け
る
大
統
領
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
労
働
者
階
級
の
間
に
良
い
反
響
を
全
く
呼
ば
な
か

　
⑱つ
た
」
の
で
あ
る
。

　
結
局
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
労
働
者
は
、
食
料
事
情
悪
化
の
責
任
が
ス
ト
に
あ
る
と
は
考
え
ず
、
さ
ら
に
、
物
質
的
困
難
の
申
で
挫
け
そ
う
に

な
り
な
が
ら
も
頑
強
に
ス
ト
を
続
け
て
い
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
こ
こ
で
、
第
一
章
で
述
べ
た
ラ
ジ
オ
の
特
性
の
問
題
、
つ
ま
り
、
政
府
が
労
組
を
蚊
帳
の
外
に
置
い
て
ラ
ジ
オ
で
直
接
何
某
か
の
賃
金

改
蕃
を
約
束
す
る
事
は
、
ス
ト
労
働
者
を
ア
ト
ム
化
し
て
ス
ト
の
団
結
力
を
切
り
崩
す
事
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

共
産
党
に
言
わ
せ
れ
ば
こ
の
問
題
も
「
挫
折
因
」
の
一
つ
な
の
だ
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
場
合
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
政
府
の
こ
の
種
の
ラ

ジ
オ
利
用
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
二
度
に
亙
る
シ
ュ
ー
マ
ン
声
明
は
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ト
労
働
者
を
ア
ト
ム
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら

を
憤
慨
さ
せ
て
労
組
と
い
う
枠
内
で
の
団
結
の
維
持
を
決
意
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
　
マ
ル
セ
イ
ユ
の
場
合
、
政
府
の
ラ
ジ
オ
利
用
は
、
ス
ト
の

「
挫
折
因
」
で
は
な
く
推
進
力
で
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
「
労
働
運
動
内
の
ス
ト
破
壊
者
」
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
ス
ト
反
対
派
労
働
者
組
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織
の
典
型
的
宣
伝
文
書
を
二
例
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
「
ブ
ー
シ
ュ
ー
ー
デ
ュ
H
ロ
ー
ヌ
県
P
T
T
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
連
合
会
屑
ひ
O
曾
ρ
試
o
p
。
・
冒
a
o
鉱
赴
け
。
は
、
理
由
と
目
的
が
意
図
的
に
偽
装
さ
れ
た
ス
ト

　
　
に
職
員
を
駆
り
立
て
よ
う
と
こ
の
数
日
職
場
に
干
渉
し
て
い
る
全
郵
便
団
ひ
α
曾
纂
δ
⇔
も
8
富
δ
政
治
委
員
の
陰
謀
に
対
し
て
警
戒
す
る
よ
う
、
加
盟
員
と

　
全
郵
便
局
員
に
呼
び
か
け
ま
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
連
合
会
は
、
全
郵
便
の
政
治
屋
指
導
部
が
追
い
求
め
て
い
る
ス
ト
に
断
固
反
対

　
す
る
。
我
々
は
、
ス
ト
と
い
う
武
器
を
放
棄
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
党
派
政
治
の
目
的
の
た
め
に
そ
れ
を
使
う
事
は
拒
否
す
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
勤

　
　
労
者
を
打
ち
ひ
し
ぐ
物
質
的
困
難
を
、
解
決
す
る
ど
こ
ろ
か
悪
化
さ
せ
、
政
治
的
詳
論
見
に
奉
仕
す
る
紛
争
に
係
わ
る
こ
と
は
、
郵
便
局
員
に
と
っ
て
も
他

　
　
の
公
務
員
に
と
っ
て
も
破
滅
的
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
て
の
中
で
は
、
生
活
状
態
の
現
実
的
改
善
の
チ
ャ
ン
ス
が
失
わ
れ
、
物
質
的
充
足
と
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
が
か
き
消
さ
れ
か
ね
な
い
喜
を
、
郵
便
局
員
は
良
く
知
っ
て
い
る
」
（
1
1
・
1
8
）
。

　
　
　
「
マ
ル
セ
イ
ユ
の
鉄
道
従
業
員
カ
ト
リ
ッ
ク
組
合
連
合
q
乱
。
降
篇
8
ω
黒
田
。
簿
。
・
O
貯
ひ
賦
窪
ω
“
8
0
げ
。
白
ぼ
。
冨
は
、
決
行
さ
れ
て
い
る
こ
の
ス
ト
に

　
　
は
職
業
外
の
性
格
し
か
な
い
、
と
考
え
ま
す
。
従
っ
て
我
々
は
、
加
齢
員
、
並
び
に
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
純
粋
な
職
業
上
の
役
割
の
み
を
担
わ
せ
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
た
い
と
望
む
総
て
の
人
々
に
対
し
て
、
い
つ
も
の
職
場
に
平
常
通
り
赴
く
こ
と
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
」
（
1
1
・
2
0
）
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
C
G
T
少
数
派
と
C
F
T
C
各
指
導
部
は
、
ス
ト
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
に
熱
心
に
就
労
を
呼
び
か
け

て
い
た
。
し
か
し
事
は
、
彼
ら
の
思
い
通
り
に
運
び
は
し
な
か
っ
た
。

　
例
え
ば
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
ス
ト
中
の
港
湾
荷
役
労
働
者
を
対
象
に
、
こ
の
職
場
で
圧
倒
的
影
響
力
を
誇
る
共
産
党
系
労
組
指
導
部
に
対

抗
す
べ
く
、
社
会
党
系
活
動
家
が
新
労
組
結
成
を
働
き
か
け
た
が
徒
労
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
別
の
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
「
（
ス
ト
反

対
の
）
こ
の
少
数
派
が
、
ス
ト
運
動
の
行
く
末
に
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
優
柔
不
断
分
子
を
た
と
え
引
き
入
れ
た
と
し
て
も
、
ス
ト
運
動
を
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

止
で
き
る
程
の
十
分
な
力
量
と
組
織
性
を
持
ち
そ
う
に
な
い
」
（
！
1
・
2
5
／
丸
括
弧
筆
者
）
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
C
F
T
C
加
盟
員
の
一
部
が
ス
ト

に
合
流
し
て
い
た
職
場
も
あ
っ
た
（
食
品
、
繊
維
、
衣
服
）
。
さ
ら
に
、
C
F
T
C
系
の
『
カ
ト
リ
ヅ
ク
青
年
労
働
者
同
盟
』
と
『
家
族
の
人
民
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

動
』
の
両
マ
ル
セ
イ
ユ
支
部
は
、
ス
ト
賛
成
の
意
志
衷
明
さ
え
行
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
ス
ト
反
対
派
労
働
運
動
指
導
者
の
影
響
力
は
ス
ト
中
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に
低
下
こ
そ
す
れ
増
大
す

る
事
は
な
か
っ
た
、
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
実
際
、
ス
ト
権
秘
密
投

票
に
乗
り
気
で
な
い
共
産

党
系
活
動
家
を
押
し
切
っ

て
ス
ト
反
対
派
が
秘
密
投

票
を
実
施
さ
せ
、
そ
し
て

彼
ら
が
勝
利
し
た
職
場
の

数
は
僅
か
で
あ
っ
た
（
表

V
）
。
表
申
の
事
例
は
反

共
産
党
側
新
聞
三
紙
が
報

道
し
た
も
の
だ
け
に
過
ぎ

な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
三
十
は
ス
ト
入
り
し
な

か
っ
た
職
場
を
逐
一
報
道

す
る
事
を
旨
と
し
て
い
た

の
だ
か
ら
、
こ
の
事
例
が

全
実
例
だ
っ
た
と
考
え
て

表V　秘密投票でスト反対票が多数を占めた職場

｝・州　職
1・E・6則魚肉パテ腸

場
反対・賛成（白票）i備

　　　　　　　t

考

70　：　28 1瑚都明

18日iFord自動車代理店

　　　CGT事務職員組合税関部会

　54：　4e
l　316：267　（12）

・9日睡鰯韻
1　2472　：　go4

・。日嚇
1　407　：　293

1

oo80は数総員職務事

21日1

　　1
　　］

　　lPTT

　　　　総務局　　　i
　　　　中央電話局

　　　　中央電報局　　　／
　　　　郵便振替担当職員

　　　　全　体
1・GTサ・・シ・ル・レ囎舗絵

144：　23

272　：　161

298：　68

272：　72

1361　：　737

317：　28

PTT職員総数は4300

2測・・シー鶏員
1一”461，　27　（s）　1

24日陣鉄幹部職 1・・・…4（・）1従業員繊・一万

2刺・…丁半職 36：　11

28日 CGT港湾荷役労組幹部職部会

同労組主任部会

37：　9

32：　22

・・日IWag・・一1i・・社 61：　6 簡輌営業会社

12月1目 　　　r　［ir691t　．　Lty．　o．　nFai．s

　　　Soci6te　Generale

　　　Comptoir　d’Escornpte

i銀行瓢煽＿i。1．d。．Fr。㏄，

　　　Banque　lndochinoise

　　　Westmエnster

・・｛騰鱗

262：　71

165　：　18

127：　6

125：　25

87　：　12

39：　2

34：　3

16：　2

54：　54 票数同じ

・Hl電か地鴎瀟職員 t．：HN

・則樋臨写再応
ptt7so　：’67s　a2）　1

96　（602）
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差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
上
教
員
の
事
例
は
、
こ
の
表
が
物
語
る
程
に
は
ス
ト
反

対
派
に
と
っ
て
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
十
日
の
集
会

で
は
確
か
に
ス
ト
反
対
票
が
多
数
を
占
め
た
の
だ
が
、
実
は
翌

日
に
約
三
千
人
が
参
加
し
た
教
員
集
会
が
開
か
れ
、
①
上
部
組

織
で
あ
る
教
職
員
全
国
連
盟
閏
ひ
ロ
曾
9
江
8
累
暮
雲
類
剛
島
①

一．

相
寘
c
σ
q
o
O
ヨ
Φ
暮
に
ス
ト
指
令
を
出
す
よ
う
要
請
し
、
②
そ

の
指
令
を
待
っ
て
ス
ト
に
突
入
す
る
事
が
挙
手
投
票
で
決
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
連
盟
が
ス
ト
指
令
を
出
し
た
十
二
月

五
日
か
ら
、
十
日
午
前
ま
で
の
予
定
で
約
七
〇
％
の
教
員
が
ス

ト
に
突
入
し
た
（
初
等
学
校
で
八
○
％
、
中
等
学
校
で
七
五
％
、
高

等
学
校
で
五
〇
％
弱
）
。

　
ま
た
マ
ル
セ
イ
ユ
に
は
、
ス
ト
運
動
に
カ
ン
バ
す
る
非
ス
ト

労
働
者
が
い
た
。
こ
れ
は
、
一
日
に
つ
き
一
時
聞
分
の
賃
金
を

ス
ト
連
帯
基
金
に
献
金
す
る
よ
う
に
と
い
う
共
産
党
の
呼
び
か

け
に
応
え
た
も
の
で
、
集
ま
っ
た
総
額
は
不
明
だ
が
、
ス
ト
に

踏
み
切
ら
な
か
っ
た
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
が
集
団
で
一
日
当
り
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

万
五
千
フ
ラ
ン
の
献
金
を
行
っ
て
い
た
事
は
確
認
で
き
る
。
こ

れ
か
ら
判
断
し
て
、
非
ス
ト
労
働
者
か
ら
の
カ
ン
バ
は
相
当
額

考備

皿悌数総員
2
4
8
5
3
0

陸
く
　
0
◎
　
5
　
4

M・

従
同
姫
戸

　
　
の
0
2
妖
ー

ワ
】
　
8
　
　
∩
◎
　
　
ρ
0

17
　
0
e
　
7
　
9
碍

O
　
　
G
　
　
8
　
　
1

ρ
0
　
5
　
4
　
Q
り876　：　269　（12）

850　：　200（140）

同1449

同1235

労働者総数は約300

組合発表の概数

表M　秘密投票でスト聲成票が多数を占めた職場

日　紹
　　　　1

職 場
臓・反対（白票）

11腱 G瓢灘霧
　　　　　　　　　；KULHMANN化学工場

　　　　IFORCE造蜥

607　：　120

5e3：　82

487：　81　（3）

312：　61

14日　ROCCA－TASSY搾油工場

　　iCODER機械製作所

876　：　269　（12）

850　：　200（140）

・7副小麦難労瀦 1　80％の賛成票
・8劇下オ醐肺韻 90％の賛成票

・馴ホテル従類 1　2so　：　16s

・・団三篠員 1　sooo　：　goe

21日」中央郵便局局員 1　37g　：　300

第三回目投票

同上／工場名不明

393　；

164　：

117　：

15e

54

　　3

178 142

減EEスト814　：　150

45：　15

24日　iFERR王ER化学工場
　　1　Compagnie　Frangaise　des　Metaux
　　I
　　I皮革工場

25臼1聲郵便墨配達夫

・2月刺・ルセイーガ・

8副GALAY金属工場

97　（603）



に
上
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
反
共
産
党
側
は
秘
密
投
票
が
実
施
さ
れ
れ
ば
ス
ト
反
対
票
が
多
数
を
占
め
る
と
豪
語
し
て
い
た
が
、

投
票
で
ス
ト
反
対
派
が
敗
北
し
た
職
場
も
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
少
な
く
な
か
っ
た
（
表
M
）
。

秘
密

98　（604）

5

　
最
後
は
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
で
あ
る
。
ま
ず
介
入
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。

　
プ
ロ
ヴ
ァ
ソ
ス
地
方
の
治
安
総
責
任
者
と
し
て
内
務
省
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
に
十
一
月
二
十
九
日
急
遽
派
遣
さ
れ
た
マ
ス
ネ
鼠
p
ω
ω
Φ
⇒
卑
は
、

十
二
月
四
日
夜
、
次
の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
声
明
を
発
し
た
。

　
　
　
「
こ
の
数
日
以
来
、
マ
ル
セ
イ
ユ
市
民
を
守
る
義
務
の
あ
る
総
て
の
人
々
の
勇
気
あ
る
一
貫
し
た
努
力
の
お
陰
で
、
バ
リ
ケ
ー
ド
・
職
場
占
拠
・
デ
モ
・

　
　
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
圧
力
に
よ
っ
て
同
郷
人
の
自
由
を
侵
害
し
よ
う
と
す
る
暴
動
分
子
は
、
追
い
払
わ
れ
、
逮
捕
さ
れ
、
訴
追
さ
れ
て
い
ま
す
。
困
窮
状
態
を

　
　
作
り
出
し
、
破
壊
行
為
に
よ
っ
て
死
者
を
出
し
、
そ
し
て
職
場
で
市
民
を
脅
追
す
る
行
為
は
、
許
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
行
為
を
犯
す
人
々
は
、

　
　
法
律
の
保
護
の
外
に
置
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
国
会
に
お
い
て
、
つ
い
先
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
弾
劾
禁
止
す
る
法
案
本
文
が
採
択
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
…
…
（
中
略
）
…
…
政
府
の
名
に
お
い
て
私
達
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
市
民
に
自
由
を
保
証
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
奉
仕
す
る
た
め
に
、
与
え
ら
れ
た
権
限
を
最
大
限

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
行
使
す
る
決
意
で
す
」
。

　
実
際
こ
の
決
意
は
実
行
を
伴
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
マ
ル
セ
イ
ユ
管
区
警
察
部
長
が
県
警
本
部
長
宛
に
毎
日
送
っ
て
い
た
報
告
書
を
、
三
つ
抜

粋
す
る
。

　
　
　
「
占
拠
ス
ト
労
働
者
の
排
除
を
要
請
し
た
会
社
が
幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
ア
ラ
ン
タ
河
岸
通
り
の
石
鹸
兄
弟
社
ω
p
く
。
⇒
閃
H
酵
＄
と
、
共
和
国
通
り
の
倉

　
　
庫
会
社
、
オ
ド
ー
○
＆
o
通
り
の
デ
ュ
ク
ロ
社
国
欝
げ
冨
ω
o
ヨ
。
暮
U
容
一
〇
。
。
で
す
。
私
は
、
要
請
さ
れ
た
方
向
で
必
要
な
措
置
を
取
り
ま
し
た
」
（
1
2
・
2
）
。

　
　
　
「
サ
ソ
具
ル
イ
ω
乎
ぴ
8
δ
地
区
の
ス
レ
ω
。
三
差
響
工
場
に
は
、
兵
士
五
百
人
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
入
口
に
あ
っ
た
障
害
物
を
取
り
除
く
と
、

　
　
約
二
百
名
の
ス
ト
労
働
者
が
工
場
内
を
占
拠
し
ま
し
た
。
公
安
部
隊
は
催
涙
ガ
ス
弾
を
使
用
し
て
攻
撃
し
、
彼
ら
を
降
伏
さ
せ
ま
し
た
。
女
性
は
釈
放
さ
れ
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表w　職場占拠
　　スト労働者

　　の日別逮捕
　　数（12月）

1目………54人
2　Eヨー■■・・…　65ノ＼

3日………80人

4日・…r・130／Y

5H………70人

8日………1入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
ま
し
た
が
、
男
性
は
、
詳
し
い
取
調
べ
の
た
め
に
現
在
厳
重
な
監
視
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
」
（
1
2
・
4
）
。

　
　
　
「
サ
ン
匪
パ
ル
ナ
ベ
ω
平
切
鴛
嵩
㊤
9
地
区
の
ス
ヵ
ラ
メ
ル
リ
Q
D
o
母
ρ
営
。
眠
麺
工
場
に
警
部
一
名
と
巡
査
十
五
名
を
派
遣
し
、
工
場
入
口
を
占
拠
し
て

　
　
い
た
ス
ト
労
働
老
五
十
人
の
一
団
を
、
到
着
早
々
解
散
さ
せ
ま
し
た
。
　
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
通
り
の
ル
ブ
ル
図
。
げ
。
巳
と
レ
オ
ン
U
ひ
。
⇒
両
型
、
及
び
、
ロ

　
　
タ
ー
ル
U
9
暮
鴛
自
通
り
の
カ
デ
ル
Ω
峯
α
9
社
で
も
、
ス
ト
労
働
者
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ピ
ケ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
警
察
力
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ま
し

　
た
」
（
1
2
・
5
）
。

　
そ
し
て
表
粗
が
、
新
聞
で
知
れ
る
範
囲
内
の
逮
捕
者
数
で
あ
る
。

　
こ
の
表
は
職
場
占
拠
ス
ト
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
警
察
の
ス
ト
潰
し
が
最
も
露
骨
に
展
開
さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
で
は
表
さ
れ

て
い
な
い
小
麦
製
粉
労
働
者
ス
ト
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
秘
密
投
票
で
平
均
八
○
％
の
賛
成
票
を
集
め
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
マ
ル

セ
イ
ユ
市
内
全
製
粉
工
場
（
二
十
四
工
場
。
工
場
労
働
者
総
数
は
約
三
百
）
の
占
拠
ス
ト
に
対
抗
し
て
、
県
知
事
モ
ワ
ヨ
ソ
は
二
十
日
付
で
製
粉
労
働

者
の
徴
用
を
命
じ
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
ス
ト
労
働
者
は
逮
捕
し
一
ヵ
月
か
ら
一
年
の
禁
鋼
、
な
い
し
最
高
五
千
フ
ラ
ン
の
罰
金
を
科
す
と
布
告

し
た
の
で
あ
る
。
ス
ト
労
働
者
が
、
容
易
に
徴
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
工
場
占
拠
を
解
き
自
宅
に
籠
る
戦
術
を
採
る
と
、
企
業
家
は
事
務
職
員

を
動
員
し
て
工
場
を
強
引
に
操
業
、
さ
ら
に
警
察
も
ス
ト
労
働
者
の
自
宅
ま
で
押
し
か
け
て
就
労
を
強
要
し
た
。
結
局
、
ス
ト
労
働
者
は
徴
用

を
漸
次
受
け
入
れ
、
十
二
月
一
十
段
階
で
約
二
八
○
名
が
就
労
し
、
彼
ら
と
、
彼
ら
の
監
視
役
を
兼
ね
た
兵
士
、
及
び
一
部
事
務
員
に
よ
る
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
徴
用
を
最
後
ま
で
拒
否
し
て
逮
捕
さ
れ
、
検
察
局
へ
送
致
さ
れ
た
の
は
二
十
三
名
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
「
労
働
運
動
内
の
ス
ト
破
壊
者
偏
と
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
は
連
動
し
、
非
ス
ト
労
働
者
の
「
労
働
の
自
由
」
確
保
と
い
う
論
拠

　　

@　

g
　
…
一
烈
で
警
察
．
軍
隊
の
介
入
が
行
わ
れ
た
．
再
び
警
謹
書
か
ら
、
そ
の
実
態
、
義
っ
て
み
。
先
ま
ず
、
第
二

十
六
区
警
察
署
長
の
マ
ル
セ
イ
ユ
管
区
警
察
部
長
宛
報
告
書
。

　
　
　
「
ク
ル
マ
ン
囚
巳
ご
話
爵
化
学
工
場
の
ス
ト
労
働
悲
が
労
働
の
自
由
を
侵
害
し
、
工
場
の
二
つ
の
門
衛
所
を
占

　
寒
し
て
、
就
労
を
望
む
労
働
者
の
入
場
を
禁
じ
て
い
る
旨
、
今
朝
八
時
三
十
分
に
閣
下
か
ら
直
接
電
話
連
絡
を
受
け

99　（605）



　
　
ま
し
た
。
即
刻
小
官
は
、
警
察
機
動
隊
を
伴
っ
て
ク
ル
マ
ソ
工
場
へ
赴
き
ま
し
た
。
到
着
後
す
ぐ
に
工
場
長
と
会
い
、
彼
か
ら
、
工
場
の
二
つ
の
入
口
に
あ

　
　
る
二
つ
の
監
視
所
を
ス
ト
労
働
老
が
撤
去
す
る
よ
う
彼
が
望
ん
で
い
る
旨
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
小
官
は
労
働
者
代
蓑
と
接
触
し
、
工
場
に
来
た
目
的
を
知

　
　
ら
せ
ま
し
た
。
彼
は
、
労
働
者
が
工
場
占
拠
中
々
ら
の
略
奪
を
し
な
か
っ
た
と
の
証
書
を
工
場
長
か
ら
も
ら
え
れ
ば
、
自
分
達
は
退
玄
す
る
と
言
明
し
ま
し

　
　
た
。
工
場
長
は
す
ぐ
に
こ
の
証
書
を
手
書
き
し
、
労
働
者
代
表
に
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
し
て
労
働
者
が
退
去
。
小
官
は
、
工
場
入
口
に
二
名
つ
つ
警
察
機
動

　
　
隊
員
を
配
置
し
て
お
き
ま
し
た
」
（
1
1
。
2
8
）
。

　
マ
ル
セ
イ
ユ
郊
外
レ
ス
タ
ッ
ク
一
、
国
。
。
霞
ρ
器
の
こ
の
工
揚
で
は
十
一
月
十
三
日
に
秘
密
投
票
が
実
施
さ
れ
て
、
賛
成
四
八
七
、
反
対
八
一
、

白
票
三
（
職
員
総
数
は
五
八
五
）
で
占
拠
ス
ト
が
決
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
少
数
派
の
非
ス
ト
労
働
者
と
警
察
は
こ
の
よ
う
に
し
て
ス
ト
に
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
十
二
月
に
入
り
、
非
ス
ト
労
働
者
の
就
労
の
た
め
に
警
察
は
益
々
介
入
を
強
め
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
管
区
警
察
局
長
の
報
告
書
に
よ
る

と
、

　
　
　
「
巡
回
中
、
公
安
部
隊
が
次
の
二
名
を
逮
捕
し
ま
し
た
。
O
d
同
O
H
O
巳
〇
　
四
十
七
歳
、
自
動
車
運
転
手
。
O
O
Z
＜
国
菊
ω
触
目
O
q
団
　
二
十
歳
、
電
気
技

　
　
師
。
両
名
は
、
ブ
ロ
ソ
ビ
エ
ー
ル
謹
。
芸
無
曾
Φ
通
り
の
パ
リ
貯
氷
所
O
獲
9
財
①
ω
岱
①
℃
錠
δ
職
員
の
就
労
を
妨
げ
た
『
労
働
の
自
由
侵
害
』
の
科
で
、

　
　
初
審
裁
判
所
検
事
の
も
と
へ
送
致
し
ま
し
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
　
労
働
の
自
由
を
尊
重
さ
せ
る
た
め
に
、
午
前
中
、
市
中
の
多
く
の
地
点
へ
、
関
係
会
社
の
求
め
に
応
じ
て
警
察
力
を
差
し
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

　
　
し
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
　
使
え
る
人
員
を
最
大
限
使
っ
て
、
職
員
が
田
灯
し
て
い
る
工
場
に
対
し
て
労
働
の
保
護
を
行
わ
せ
ま
し
た
。
ラ
・
キ
ャ
ブ
レ
ッ
ト
冨
O
竜
鉱
Φ
暮
①
地
区

　
　
の
グ
リ
セ
リ
ン
社
ω
＄
血
Φ
ω
○
ぢ
。
曾
営
＄
と
、
プ
ラ
ド
℃
鎚
Ω
o
通
り
の
マ
テ
イ
竃
斜
葺
織
上
、
シ
ャ
ル
ト
リ
ュ
ー
O
げ
錠
醇
①
二
×
通
り
の
鉛
加
工
工
場
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
ボ
ソ
ヌ
フ
ォ
ワ
切
0
8
Φ
h
o
団
通
り
の
国
鉄
車
両
工
場
で
す
」
（
1
2
・
2
）
。

　
　
　
「
多
く
の
工
場
で
ス
ト
労
働
者
の
集
団
が
脅
迫
行
為
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
就
労
労
働
者
の
保
護
を
、
彼
ら
の
出
勤
時
に
も
仕
事
時
間
中
に
も
行
い

　
　
ま
し
た
。
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そ
し
て
次
の
場
合
に
は
、
警
察
力
の
干
渉
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ー
ラ
・
キ
ャ
ブ
レ
ッ
ト
地
区
の
ル
ム
サ
男
Φ
朝
口
。
。
馨
製
粉
所
と
グ
リ
セ
リ
ン
社
、
プ
ラ

ド
地
区
の
プ
ジ
ョ
ー
剛
9
σ
q
。
簿
社
、
サ
ン
皿
ジ
ャ
ン
ω
砕
．
山
・
き
通
り
の
フ
ィ
ラ
チ
ュ
ー
ル
蒙
｝
暮
母
・
紡
績
工
場
、
そ
し
て
プ
ロ
ヴ
ァ
ソ
ス
漂
白
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

切
二
心
窯
ω
ω
。
H
δ
摩
。
く
。
鍔
2
8
、
コ
ン
ス
ト
ゥ
ル
ク
シ
オ
ン
・
ナ
ヴ
ァ
ル
O
。
屋
上
唇
鴬
。
屋
瓢
ρ
く
巴
。
ω
造
船
会
社
の
オ
ド
ー
通
リ
工
場
で
す
」
（
1
2
・
3
）
。

　
　
「
十
三
時
三
十
五
分
、
軍
隊
（
約
四
十
名
）
が
警
察
力
と
協
働
し
て
、
サ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ル
駅
構
内
と
同
駅
車
庫
に
い
た
ス
ト
労
働
者
集
団
を
排
除
し
ま
し

た
。
予
防
措
置
と
し
て
軍
隊
が
危
険
箇
所
を
占
拠
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
鉄
就
労
労
働
者
だ
け
が
駅
内
に
入
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
検
問
に
よ
る
厳
重

な
選
別
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…

　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ワ
ソ
ソ
閏
雷
8
0
置
冨
9
器
§
通
り
の
社
会
保
障
事
務
所
前
に
、
職
員
の
入
所
を
妨
げ
る
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
ス
ト
ピ
ケ
が
設
営
さ

れ
て
い
る
と
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
自
転
車
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
現
場
に
派
遣
し
て
秩
序
を
回
復
さ
せ
ま
し
た
。

　
別
の
ス
ト
労
働
者
集
団
が
エ
ド
ガ
ー
ル
・
キ
ネ
ー
国
記
σ
q
母
ρ
缶
⇔
卑
校
の
教
授
達
を
ス
ト
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
一
の
場
合
労
働
の
自
由
を
確
保
さ
せ
る
た
め
に
、
自
転
車
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
現
場
に
派
遣
し
ま
し
た
し
（
！
2
・
8
）
。

ま
た
別
種
の
警
察
文
書
に
よ
る
と
、

　
　
「
十
五
蒔
五
十
分
、
ス
ト
労
働
者
四
百
人
が
サ
ソ
h
シ
ャ
ル
ル
駅
侵
入
に
成
功
し
、
事
務
職
員
を
ス
ト
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
。
駅
公
安
官
が
介
入

し
六
名
を
逮
捕
。
ス
ト
労
働
者
に
公
安
官
が
取
り
囲
ま
れ
た
が
、
彼
ら
は
警
察
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
追
い
散
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
ス
ト
労
働
老
は
駅
前
広
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

集
ま
っ
た
が
、
こ
れ
も
解
散
さ
せ
る
事
が
で
き
た
鼠
（
1
2
・
4
）
。

　
　
「
午
前
二
時
十
分
。
コ
ソ
コ
ル
デ
ィ
ア
○
。
⇒
8
a
β
搾
油
工
場
で
、
兇
器
所
持
者
二
名
を
含
む
四
名
の
ス
ト
労
働
者
が
、
ス
ト
連
帯
無
料
食
物
支
給
所

　
へ
の
分
担
金
払
い
込
み
を
拒
否
し
て
い
た
労
働
者
三
名
を
監
禁
し
よ
う
と
し
て
暴
力
騒
ぎ
が
起
こ
り
、
三
農
が
逮
捕
さ
れ
た
。
撹
乱
者
の
あ
と
一
名
は
、
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

前
が
判
明
し
て
お
り
捜
索
中
で
あ
る
。
逮
捕
者
は
、
労
働
の
自
由
侵
害
と
、
暴
力
行
為
、
脅
追
、
兇
器
所
持
の
科
で
起
訴
の
見
込
み
で
あ
る
」
（
1
2
・
8
）
。

　
　
「
午
前
十
一
時
頃
、
ジ
ョ
リ
エ
ッ
ト
旨
。
菌
簿
Φ
広
場
に
あ
る
船
乗
降
所
の
ス
ト
労
働
老
五
十
人
が
、
乗
降
所
職
員
を
ス
ト
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
。

警
察
機
動
隊
が
速
や
か
に
介
入
し
デ
モ
隊
を
解
散
さ
せ
た
。
司
○
菊
客
国
罰
｝
と
い
う
名
前
の
、
十
八
歳
の
乗
降
所
助
手
を
逮
捕
。
デ
モ
参
加
者
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
が
非
ス
ト
労
働
者
数
人
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
た
の
で
、
彼
は
拘
留
中
で
あ
る
」
（
1
2
・
8
）
。
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こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
警
察
・
軍
隊
は
ス
ト
に
介
入
し
、
実
際
幾
つ
か
の
ス
ト
を
圧
し
潰
し
た
。
が
、
い
く
ら
強
力
な
警
察
・
軍
隊

と
言
え
ど
も
、
総
勢
～
五
万
人
で
展
開
さ
れ
て
い
た
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
全
部
に
介
入
で
き
る
程
の
人
的
力
量
は
当
然
備
え
て
い
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
実
際
に
行
わ
れ
た
介
入
に
は
、
他
の
ス
ト
へ
の
心
理
的
波
及
効
果
を
狙
っ
た
見
せ
し
め
の
役
割
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
こ

の
見
せ
し
め
は
効
果
を
発
揮
し
な
か
っ
た
。
介
入
を
直
接
受
け
な
か
ρ
た
ス
ト
労
働
者
が
介
入
を
懸
念
し
て
ス
ト
に
消
極
的
に
な
っ
た
り
す
る

事
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
場
合
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
前
掲
（
九
八
頁
）
の
マ
ス
ネ
の
ラ
ジ
オ
声
明
（
1
2
・
4
）
は
、
警
察
・
軍
隊
の
介
入
実
績
を
誇
即
し
、
今
後
も
介
入
を
続
け
る
と
桐
囑

し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
警
察
文
書
に
よ
る
と
こ
の
声
明
に
対
す
る
市
民
の
反
応
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　
「
マ
ス
ネ
閣
下
の
ラ
ジ
オ
演
説
は
、
社
会
主
義
老
か
ら
右
翼
ま
で
の
階
層
総
て
の
完
全
な
支
持
を
得
た
。
『
良
識
と
気
力
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
』
こ
の
演

　
説
は
実
行
を
伴
う
だ
ろ
う
と
、
誰
も
疑
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
演
説
は
、
労
働
者
階
級
の
中
に
は
良
い
反
響
を
ほ
と
ん
ど
呼
び
起
こ
さ
な
か

　
　
　
⑳

　
　
つ
た
」
（
1
2
・
5
）
。

　
確
か
に
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
は
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
が
ス
ト
破
壊
に
有
効
だ
っ
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
、

　
　
　
「
夕
刻
ま
で
に
、
労
働
の
自
由
侵
害
な
い
し
暴
力
行
為
の
科
で
五
十
七
名
が
逮
捕
。
そ
の
内
の
一
部
が
釈
放
さ
れ
、
他
の
者
は
収
監
さ
れ
将
来
裁
か
れ
る

　
事
に
な
っ
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
公
権
力
の
こ
の
賢
明
な
姿
勢
の
お
か
げ
で
目
に
見
え
て
成
果
が
生
ま
れ
た
。
保
冷
倉
庫
と
ル
ー
園
。
琵
石
鹸
工
場
で
は
八
0
％
の
操
業
。
貯
氷
断
と
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ド
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
の
小
企
業
で
就
労
。
艀
運
送
業
幹
部
職
員
が
労
働
を
再
開
し
た
」
（
ミ
等
§
噺
ミ
巳
・
卜
。
）

　
し
か
し
、
「
成
果
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
労
働
再
開
例
が
僅
か
で
あ
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
反
共
産
党
側

新
聞
は
労
働
再
開
例
を
逐
一
報
道
す
る
の
を
旨
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
挙
げ
ら
れ
た
労
働
再
開
例
が
十
二
月
一
日
に
於
け
る
「
成
果
」
の
総

て
で
あ
り
、
従
っ
て
、
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
に
よ
っ
て
動
揺
し
た
ス
ト
労
働
者
は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
実
の
と
こ
ろ
ミ
等
§
亀
自
身
、
こ
の
「
成
果
」
の
列
挙
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
嘆
息
し
て
い
た
。
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「
し
か
し
火
規
模
事
業
所
で
は
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ス
ト
ピ
ケ
が
支
配
権
を
握
り
続
け
て
い
る
」
。

　
実
際
、
占
拠
ス
ト
労
働
者
の
団
結
の
前
に
、
ピ
ケ
排
除
に
乗
り
出
し
た
警
察
・
軍
隊
が
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

管
見
の
範
囲
内
で
列
挙
す
る
と
、
　
ル
フ
ォ
ー
ル
い
①
h
o
洋
金
属
加
工
工
場
（
1
1
・
2
7
）
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
会
社
O
o
B
℃
餌
σ
q
凱
㊦
○
曾
曾
巴
α
○
ω

℃
ひ
貯
9
①
。
。
、
T
E
M
蓄
電
池
工
場
、
サ
ン
ー
ー
ル
イ
精
製
工
場
（
以
上
1
2
・
2
）
、
市
電
シ
ャ
ル
ト
リ
ュ
ー
車
庫
、
　
ロ
カ
睦
タ
シ
ー
図
o
o
o
亜
目
ρ
ω
ω
団

搾
油
工
場
、
ラ
・
バ
ラ
ス
電
気
化
学
工
場
国
｝
。
o
霞
。
－
○
ぼ
ヨ
δ
α
①
一
ρ
b
J
食
冨
。
。
ω
Φ
（
以
上
1
2
・
3
）
ガ
ス
製
造
工
場
（
！
2
・
5
／
6
両
日
）
で
あ
る
。

特
に
ラ
・
バ
ラ
ス
電
気
化
学
工
場
（
従
業
員
総
数
約
八
百
）
の
場
合
は
、
十
一
月
二
十
八
日
に
警
察
が
ス
ト
ピ
ケ
を
排
除
し
て
非
ス
ト
労
働
者
約

一
二
〇
人
を
就
労
さ
せ
て
い
た
の
だ
が
、
十
二
月
三
日
に
ス
ト
労
働
者
が
工
場
を
再
占
拠
し
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
非
ス
ト
労
働
者
が
警
察
・
軍
隊
の
介
入
に
反
発
し
て
新
た
に
ス
ト
に
合
流
す
る
局
面
さ
え
あ
っ
た
。
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

月
八
日
、
「
サ
ン
H
シ
ャ
ル
ル
駅
車
庫
か
ら
占
拠
ス
ト
労
働
者
を
排
除
す
る
と
、
就
労
し
て
い
た
国
鉄
変
電
所
労
働
者
が
ス
ト
に
加
わ
っ
た
」

の
で
あ
る
。

　
結
局
、
ス
ト
労
働
者
は
「
警
察
・
軍
隊
の
介
入
」
を
眼
前
で
見
せ
つ
け
ら
れ
て
も
、
少
数
の
例
外
を
除
け
ば
大
し
て
動
揺
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

6

　
こ
の
よ
う
に
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
他
地
域
の
ス
ト
に
と
っ
て
致
命
傷
と
な
っ
た
「
挫
折
因
偏
が
総
て
完
壁
に
揃
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ス
ト
労
働
者
の
動
揺
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
ス
ト
全
国
中
央
委
員
会
の
敗
北
声
明
（
1
2
・
9
）
自
体
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
て
は
、
九
日
時
点
で
も
「
ほ
と
ん
ど
ゼ
ネ
ス
ト
状
態
に
あ
る
」
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
声
明
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
文
書

で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
評
価
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
に
見
る
よ
う
に
反
共
産
党
側
新
聞
も
実
質
的
に
は
こ
の
評
価
に
与

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ
な
が
ち
過
大
評
価
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

103 （609）



　
彼
ら
に
よ
る
と
、
「
ス
ト
労
働
者
の
間
に
は
疲
労
感
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
抵
の
場
合
、
煽
動
者
の
権
威
の
方
が
疲
労
感
よ

り
依
然
と
し
て
大
き
い
」
（
ミ
等
§
ら
ミ
一
一
』
？
。
。
O
）
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
《
マ
ル
セ
イ
ユ
で
労
働
再
開
の
傾
向
》
と
い
う
見
出
し
の
下
に
は
、
一
，
マ

ル
セ
イ
ユ
で
は
ス
ト
運
動
の
状
況
に
変
化
は
な
い
。
だ
が
、
若
干
の
企
業
で
労
働
が
再
開
さ
れ
た
」
（
二
等
S
§
粘
ミ
／
同
日
付
）
と
し
て
、
ラ
・

バ
ラ
ス
電
気
化
学
工
場
（
立
証
車
宿
総
数
八
百
）
の
百
二
十
人
と
グ
リ
セ
リ
ン
社
（
同
八
十
）
の
四
十
人
が
就
労
し
た
事
だ
け
が
報
じ
ら
れ
た
。
ス
ト

労
働
者
を
動
揺
さ
せ
る
た
め
に
、
ス
ト
仲
間
に
労
働
再
開
の
傾
向
が
あ
る
と
言
い
た
い
の
だ
が
、
実
際
に
は
そ
の
傾
向
が
僅
か
な
の
で
非
常
に

苦
心
し
た
報
道
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
種
の
報
道
が
以
後
も
連
日
続
く
。
《
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
労
働
再
開
へ
の
顕
著
な
傾

向
ー
マ
ル
セ
イ
ユ
で
著
し
い
改
善
》
と
い
う
見
出
し
の
下
に
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
交
通
を
ス
ト
ヅ
プ
さ
せ
る
と
い
う
マ
ル
セ
イ
ユ
・
ス
ト
委
員

会
の
確
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
日
一
千
台
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
が
運
行
し
た
」
（
同
紙
／
1
2
・
2
）
事
だ
け
が
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
《
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
地
方
の
到
る
所
で
労
働
再
開
》
（
同
紙
／
！
2
・
3
）
と
い
う
見
出
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
の
労
働
再
開
例
は
紹
介
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
し
て
四
日
以
降
は
、
労
働
再
開
例
を
一
切
報
道
で
き
な
い
ま
ま
に
、
《
ス
ト
運
動
は
全
体
と
し
て
足
踏
み
状
態
　
　
特
に
目
だ
っ
た

変
化
な
し
》
（
同
紙
／
1
2
・
4
）
、
《
マ
ル
セ
イ
ユ
で
紛
争
の
足
踏
み
状
態
》
（
同
紙
／
1
2
・
6
－
7
）
、
《
ス
ト
運
動
の
著
し
い
悪
化
は
な
い
》
（
鳶

』
§
黛
§
§
ミ
／
同
日
付
）
と
い
う
表
現
の
仕
方
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
八
月
一
日
の
ト
ラ
ッ
ク
運
行
の
件
に
し
て
も
、
警
察
・
軍
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
事
と
、
そ
も
そ
も
ス
ト
委
員
会
は
食
料
ト
ラ
ヅ
ク
の

運
行
を
認
め
て
い
た
事
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
三
日
後
に
は
《
マ
ル
セ
イ
ユ
の
封
鎖
続
く
ー
ス
ト
ニ
十
三
B
目
、
軍
用
ト

ラ
ッ
ク
と
ス
ト
労
働
者
が
許
可
す
る
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
動
く
》
（
ミ
等
§
竃
ミ
導
㎝
）
と
い
う
次
第
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
十
二
月
九
日
時
点
で
も
ス
ト
の
団
結
力
が
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
労
働
巻

に
と
っ
て
、
中
央
か
ら
の
労
働
再
開
指
令
は
青
天
の
露
．
露
で
あ
っ
た
。
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
「
組
合
と
労
働
者
は
ス
ト
中
央
委
員
会
の
突
然

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
方
向
転
換
に
驚
い
た
」
（
！
2
・
1
0
）
の
で
あ
る
。
共
産
党
系
新
聞
が
中
央
の
方
針
に
対
す
る
ス
ト
労
働
者
の
「
驚
き
」
を
報
道
す
る
事
は
な
か

っ
た
が
、
反
共
産
党
側
新
聞
に
よ
れ
ば
、
十
日
朝
に
開
か
れ
た
市
電
労
働
者
の
集
会
（
約
二
千
人
参
加
）
で
は
、
最
終
的
に
は
中
央
方
針
が
受
諾
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さ
れ
た
も
の
の
労
働
再
開
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
者
が
過
半
数
以
上
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
就
労
後
も
労
働
者
は
闘
争
心
を
失
わ
な
か
っ
た
。

港
で
は
十
日
朝
か
ら
約
一
千
百
入
の
荷
役
労
働
者
が
就
労
し
た
の
だ
が
、
彼
ら
は
午
後
三
時
に
な
る
と
い
つ
も
の
残
業
を
拒
否
し
て
当
局
へ
の

抗
議
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
　
体
な
ぜ
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
労
働
再
開
後
も
労
働
者
が
闘
争
心
を
失
わ
な
い
程
に
ス
ト
運
動
は
最
後
ま
で
団
結
を
維
持
し
え
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
答
え
、
か
つ
、
全
フ
ラ
ン
ス
を
視
野
に
入
れ
た
挫
折
因
全
体
像
の
試
案
を
提
示
す
る
の
が
次
の
最
終
章
の
課
題
で

あ
る
。①

前
掲
小
論
三
六
－
三
七
頁
参
照
。

②
ω
’
O
．
搾
ρ
礼
．
o
篭
三
§
讐
＆
§
ま
論
ま
唖
薦
ミ
蔵
へ
§
九
二
｝
§
｝
§
蕊
、
蜜
中

　
一
念
置
（
〉
■
U
）
．

③
　
社
会
党
の
党
内
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
論
「
政
調
参
加
出
代
（
一
九
四
四
一
四

　
七
年
）
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
労
働
誰
眉
」
『
史
林
』
ゴ
～
二
五
号
　
一
九
八
四
年
七
一

　
頁
参
照
。

④
Q
o
．
O
．
饗
Ω
こ
ト
塁
ミ
黛
黛
§
識
。
唱
携
§
ミ
鳶
嘘
ミ
亀
§
ミ
謁
＆
ミ
馬
防
O
窺
§
§
≧
、

　
ミ
§
§
暑
糺
§
防
～
、
魯
§
馬
§
b
客
①
占
監
置
（
〉
’
∪
’
）
．

⑤
ω
．
U
．
戸
Ω
こ
辱
§
鴇
蓋
恥
魯
耳
当
∴
、
s
N
ミ
帖
§
警
軌
8
蔑
二
二
。
職
§
ミ
簿

　
』
§
§
ミ
偽
ミ
織
§
乙
恥
織
§
騒
誉
§
ミ
、
冨
躯
象
ρ
同
2
圃
、
や
海
、
竃
①
ム
ま
。
。
り

　
（
〉
』
■
）
．

⑥
9
㌧
き
ミ
．
、
》
○
。
・

⑦
　
十
一
月
十
二
日
の
暴
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
小
論
『
西
洋
史
学
』
四
〇
1
四
一
、

　
四
七
！
掛
入
頁
参
照
。

⑧
ψ
∪
．
即
ρ
b
O
ミ
§
§
牒
ミ
這
豊
ミ
、
題
空
曇
器
§
“
務
例
題
ミ
ミ
N
ミ
ミ
ミ
馬
ミ
勲

　
竃
①
ム
念
二
（
〉
■
U
■
）
．

⑨
　
o
h
．
悔
㌧
喰
8
魯
－
憩
さ
ミ
”
Z
。
。
，
塾
。
コ
O
＼
い
。
ふ
㌧
冨
嵩
ぎ
く
．
一
逡
刈
吻
竃
O
I
＝
①
蕊

　
（
〉
』
．
y

⑩
。
ご
ω
．
u
．
戸
ρ
S
彗
ミ
織
§
｛
恥
駄
§
ミ
ミ
§
恥
ミ
§
噛
胡
§
き
§
魯

　
§
湊
⑩
ミ
p
｝
。
同
。
。
き
く
」
逡
刈
”
竃
の
山
雪
竃
（
〉
．
甥
ど
習
寒
【
｝
、
§
§
撫
し
。

　
同
り
昼
。
＜
．
一
㊤
偽
メ

⑪
。
h
こ
ω
．
U
．
塑
ρ
㌔
、
唖
母
禽
ミ
口
耳
魯
ミ
㍉
自
転
ミ
縣
焼
§
冬
ぎ
や
§
驚
§
角

　
§
藍
鼠
§
ミ
3
G
ミ
慢
巳
⇔
軸
↓
g
ぎ
叢
§
い
§
肋
9
τ
・
惹
蕊
§
誉
メ
冨
培
8
ぐ
■

　
一
㊤
ミ
、
言
①
山
蝕
置
（
｝
U
．
）
㎞
智
§
§
ミ
ミ
黎
冨
ω
悼
㌣
b
。
。
。
ぎ
く
．
H
O
ミ
．

⑫
。
h
‘
ミ
』
§
唖
箋
§
慧
；
。
ω
卜
。
甲
b
。
。
。
簿
b
。
日
ロ
。
＜
」
㊤
ミ
．

⑬
。
団
こ
ω
．
ご
夷
．
O
‘
罫
窪
ミ
§
炉
§
・
、
団
9
§
‘
言
①
1
竃
O
謡
（
〉
・
∪
■
）
．

⑭
。
h
‘
ミ
さ
§
ミ
ミ
冬
芝
b
。
O
唇
＜
」
門
鑑
・

⑯
。
｛
‘
§
織
．

⑯
の
．
∪
。
饗
P
ミ
駐
鵡
§
b
ミ
ミ
。
謡
§
伍
第
9
㌧
ミ
登
寓
③
占
澄
竃
（
〉
■
O
．
）
曾

⑰
o
Q
．
U
函
．
ρ
ミ
8
ミ
§
§
馬
馬
ミ
さ
禽
§
§
ミ
軋
§
恥
ミ
ミ
§
角
§
挿
ρ

　
鼠
①
占
最
に
（
〉
’
U
．
y

⑱
。
。
．
U
廊
．
ρ
℃
摯
ミ
§
§
§
偽
§
§
鳳
恥
恥
§
§
疑
勘
§
§
ミ
鴨
無
上
斜
脚
鳶

　
b
蝉
ミ
、
§
馬
ミ
㍉
？
雪
目
§
爲
O
≧
b
．
勒
≧
晦
肉
二
塁
沁
画
蜜
α
山
呂
。
。
り
（
〉
・
∪
。
y

⑲
幻
①
房
。
圃
σ
q
コ
。
ヨ
。
葺
ω
Ω
曾
曾
き
×
含
勺
。
甚
b
こ
ミ
ミ
守
§
ミ
§
罫
ミ
吻
§

　
偽
愚
竃
ミ
亀
§
§
国
ミ
偽
ミ
防
ミ
ミ
蚤
竃
⑦
占
髭
＝
（
〉
。
∪
。
）
■

⑳
ω
■
∪
・
塑
ρ
》
寂
§
§
ミ
馬
ミ
恥
ミ
暮
鳶
駐
§
ミ
ミ
隔
偽
ミ
ミ
防
§
§
抽
9
㌧
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竃
①
占
蒔
出
劇
（
〉
’
O
．
）
．

⑳
の
．
U
．
幻
■
O
こ
嵐
ミ
ご
蓄
熱
晒
勺
，
◇
馬
遷
誉
竃
触
ミ
概
題
ミ
ミ
適
ミ
恥
恥
ミ
ミ
蔑
塁
”
鼠

⑦
山
蒔
自
駆
（
〉
●
U
．
Y

⑫
O
h
こ
智
、
噛
、
0
9
諸
ミ
か
冨
G
ロ
O
I
刈
α
仙
ρ
一
㊤
蒔
N

⑳
。
h
‘
ω
幽
や
カ
b
．
」
9
》
愚
考
§
鴨
§
特
§
題
§
§
画
§
口
。
一
辺
コ
。
＜
・
お
爵

嵐
①
一
H
α
馴
Q
◎
㊤
（
〉
噛
U
．
ソ
．

⑳
ω
．
U
■
圃
■
O
．
㌧
§
．
鼠
計
卜
定
糺
§
智
ミ
獄
O
§
露
国
旨
タ
鷺
、
蔵
砺
ミ
恥
蕊
、
沁
＆
ミ
覧

　
的
O
霞
塁
≧

⑳
寄
思
ミ
§
9
慧
§
謹
鴨
這
§
O
N
9
箪
ミ
｝
§
謡
野
ミ
N
笥
句
ミ
§
い
§

　
さ
拳
職
、
童
恥
寒
府
N
題
空
、
晋
覇
§
§
蕊
鼠
職
＄
ヨ
①
山
ら
①
鳶
（
〉
■
∪
．
Y

⑭
ω
■
σ
■
菊
。
Ω
こ
肉
¢
ミ
ミ
ご
遷
へ
馬
馬
、
§
帖
ミ
ミ
劇
冨
鎗
コ
。
＜
．
H
設
メ
竃
O
ム
溢
心
ご

　
（
〉
』
幽
ソ

⑳
N
鴨
ミ
ミ
ミ
精
ミ
L
⑦
お
コ
。
〈
■
ち
冬

⑱
○
。
．
U
畠
即
■
O
■
》
、
臓
愚
義
§
§
Ω
笥
3
9
特
ミ
ミ
§
9
§
鴻
益
㌧
一
。
b
。
一

　
ロ
。
〈
。
H
り
膳
メ
鼠
の
一
一
彪
蒔
H
膳
（
〉
．
U
。
）
■

⑳
。
h
．
、
ω
』
■
多
9
ぎ
。
ミ
軌
ミ
ミ
羽
§
贔
騎
恥
§
§
逡
轟
さ
§
ミ
ε
ミ
§
砺

　
鳶
b
§
ミ
、
誉
ミ
ミ
“
・
き
冨
“
O
価
ρ
一
Φ
縣
『
”
鎧
①
田
切
α
Q
Q
Φ
（
〉
．
U
．
ソ

⑳
ω
」
）
．
戸
P
肉
ミ
園
、
馬
落
目
、
篤
ミ
a
ミ
ミ
生
悟
載
こ
蟻
§
、
§
ミ
輌
§
』
§
§
ミ
8

　
竃
①
1
一
劇
激
蔭
（
〉
．
U
．
）
．

⑪
9
こ
ミ
§
誘
ミ
ミ
ミ
題
㌧
一
㊦
ω
一
〇
占
O
、
一
メ
霧
㈹
①
コ
O
〈
．
一
ゆ
心
メ

⑫
鳶
㌧
巷
ミ
ξ
ミ
し
霧
①
為
9
。
．
お
ミ
．

⑳
鳶
℃
§
竃
隷
略
ミ
b
冠
q
α
①
O
噛
H
㊤
溜
場

⑧
笥
§
特
ミ
§
9
ミ
ミ
a
ミ
蕊
導
ミ
魯
§
ミ
鳶
昏
』
§
噛
邑
ミ
ミ
鳶
窯
§
§
ミ
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三
　
マ
ル
セ
イ
ユ
の
成
功
と
悲
劇
一
1
む
す
び
に
か
え
て

1

フランスにおける1947年11－12月ストライキの挫折（杉本）

　
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
が
自
壊
し
な
か
っ
た
原
因
の
第
一
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
が
フ
ラ
ン
ス
有
数
の
共
産
党
地
盤
で
あ
っ
た
事
に
求
め
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ス
ト
運
動
の
中
核
で
あ
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
C
G
T
は
、
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
一
九
四
七
年
九
月
時
点
で
十
三
万
五
千
人
の
加
盟
者
を
擁
し
、

そ
の
五
五
％
が
共
産
党
員
な
い
し
党
の
シ
ソ
バ
で
、
一
〇
％
が
社
会
党
系
、
残
り
約
三
五
％
が
非
政
治
的
労
働
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
c
F
T

C
加
盟
員
は
一
万
三
千
人
。
こ
の
よ
う
に
C
G
T
少
数
派
と
C
F
T
C
が
弱
体
で
、
か
つ
、
ス
ト
労
働
者
の
半
数
近
く
が
共
産
党
員
か
シ
ン
パ

だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
に
は
確
か
な
組
織
的
裏
付
け
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
市
民
レ
ベ
ル
で
も
、
マ
ル
セ
イ
ユ
共
産
党
は
多
く
の
岡
調
者
を
擁
し
て
い
た
（
表
珊
）
。
ス
ト
直
前
の
一
九
四
七
年
十
月
段
階
で
、
全
成

人
男
女
の
実
に
四
人
に
一
人
が
党
支
持
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
人
民
戦
線
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
通
じ
て
従
来
の
支
持
基
盤

で
あ
る
労
働
者
に
加
え
て
前
聞
層
の
支
持
を
も
多
数
獲
得
し
た
、
と
い
う
の
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
事
実
だ
が
、
戦
前
の
得
票
率
一
四
％
が
戦
後

は
平
均
四
〇
％
に
も
跳
ね
上
が
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
こ
そ
、
こ
の
事
実
が
典
型
的
に
当
て
は
ま
る
地
域
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
実
際
マ
ル
セ
イ
ユ
の
中
間
層
は
、
共
産
党
の
指
導
す
る
こ
の
ス
ト
運
動
に
一
定
の
同
情
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
中
間
層
が
こ

ぞ
っ
て
ス
ト
を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
警
察
文
書
に
よ
れ
ば
、
「
依
然
就
労
し
て
い
る
事
務
職
員
を
最
も
困
ら
せ
て
い
る
の
が
公
共
輸
送

の
ス
ト
で
、
こ
の
ス
ト
の
評
判
は
良
く
な
い
。
彼
ら
は
、
こ
の
ス
ト
運
動
は
明
ら
か
に
政
治
的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
マ
ル
セ
イ
ユ
市
を
麻

痺
さ
せ
て
い
る
ス
ト
労
働
者
に
対
し
て
公
権
力
が
速
や
か
に
制
裁
措
置
を
下
し
、
そ
し
て
乗
客
の
輸
送
を
軍
用
ト
ラ
ヅ
ク
で
行
え
ば
良
い
と
言

　
　
　
②

っ
て
い
る
」
（
1
1
．
1
8
）
の
だ
っ
た
。
確
か
に
、
幹
部
職
員
と
事
務
職
員
と
い
っ
た
新
中
間
層
の
過
半
数
以
上
は
ス
ト
に
合
流
し
な
か
っ
た
と
考107 （613）



蓑皿　選挙に表されたマルセイL共産党の力量

1947年10月

市会選
383612

242640

95498

1946年11月
国民議会選

380958

286648

113246

　エ946年6月
憲法制定議会選

355501

289672

105108

　1945年10月
憲法制定議会選

349835

292666

122096

1935年3月
市会選＊

152802

116297

16427

数
数
数

差
者
標

権
野
鳥

有
投
共

25

R9

30

S0

30

R6

35

S1

11

P4

A
B

（90）

Aは共産党の対有権者数得票率

Bは共産党の対投票者数得票率

＊婦人に選挙権なし

え
て
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
九
六
頁
表
V
参
照
）
。
し
か
し
、
同
蓑
を
仔
細
に
見
れ
ば
、
彼
ら
の
中

で
ス
ト
に
賛
成
し
た
者
も
ま
た
無
視
で
き
な
い
程
度
い
た
事
が
判
る
。

　
そ
し
て
、
新
中
間
層
以
上
に
重
要
な
の
が
旧
中
間
層
の
同
情
で
あ
っ
た
。
労
働
者
居
住
区
を
応
需
と

し
て
露
天
市
場
、
商
店
、
カ
フ
ェ
、
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
中
小
ホ
テ
ル
の
主
人
に
対
し
て
、
共
産
党

系
大
衆
団
体
『
フ
ラ
ン
ス
婦
人
同
盟
』
が
ス
ト
連
帯
基
金
の
た
め
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、

ス
ト
労
働
者
に
対
し
て
食
事
と
食
料
品
を
無
料
で
提
供
し
て
い
た
カ
フ
ェ
、
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
食

　
　
　
　
　
　
　
　
③

料
品
店
の
主
人
も
い
た
。
さ
ら
に
、
手
元
不
如
意
に
な
っ
た
ス
ト
労
働
者
家
族
に
対
し
て
は
、
付
け
で

商
品
を
販
売
す
る
事
が
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
。
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
「
ル
・
カ
ネ
ざ
O
p
8
け

地
区
の
共
産
党
指
導
者
達
は
、
界
隈
の
全
小
売
商
人
に
対
し
て
、
二
十
八
日
午
後
三
時
か
ら
の
集
会
に

出
席
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
集
会
で
は
、
ス
ト
労
働
者
を
最
大
限
支
援
す
る
た
め
に
、
金
銭
援
助
や

で
き
る
だ
け
長
期
の
掛
売
り
を
行
う
よ
う
要
請
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
商
人
は
概
ね
全
員
が
、
ス

ト
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
商
品
を
前
渡
し
し
て
お
り
、
代
金
を
回
収
で
き
な
く
な
る
虞
が
あ
る
と
考
え

　
　
④

て
い
る
」
（
1
1
・
2
8
）
の
だ
っ
た
。
代
金
が
焦
げ
付
く
危
険
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
店
主
は
馴

染
み
の
ス
ト
労
働
者
家
族
に
で
き
る
だ
け
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
確
か
に
、
旧
中
間
層
を
対
象
と
す
る
募
金
の
成
果
は
一
地
区
一
日
当
り
約
一
千
フ
ラ
ン
で
全
体
で
も

大
し
た
額
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
無
料
の
食
事
も
一
軒
当
り
一
日
約
二
十
食
程
度
で
、
し
か
も
無

料
提
供
店
の
実
数
自
体
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
、
投
機
に
走
り
ス
ト
労
働
者
に
打
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
与
え
た
商
人
も
い
た
。
そ
も
そ
も
警
察
文
書
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
共
産
党
員
小
売
商
人
は
約

六
百
人
で
決
し
て
大
き
な
数
字
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ス
ト
運
動
は
旧
中
間
層
の
利
害
と
直

108 （614）



フランスにおける1947年11－12月ストライキの挫折（杉本）

接
係
わ
る
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
ス
ト
に
彼
ら
の
同
清
が
一
定
集
ま
っ
て
い
た
事
は
、
彼
ら
に
対
す
る
共
産

党
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
マ
ル
セ
イ
ユ
共
産
党
は
、
外
国
人
移
民
労
働
者
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
玄
関
口
と
い
う
事
で
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

セ
イ
ユ
に
は
多
数
の
外
国
人
移
民
労
働
者
が
居
住
し
て
お
り
、
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
そ
の
一
〇
％
強
が
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
な
い
し
母
国
共
産

党
員
で
、
彼
ら
共
産
主
義
者
を
通
じ
て
移
民
社
会
は
概
ね
共
産
党
に
好
意
的
だ
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
外
国
人
移
民
労
働
者
が
ス
ト
運
動
に
連

帯
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
県
知
事
宛
に
内
務
省
か
ら
次
の
よ
う
な
電
報
が
送
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
マ
ル
セ
イ
ユ
で
展
開
さ
れ
た
デ
モ
に
ス
ペ
イ
ン
入
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
イ
ン
ド
シ
ナ
人
等
多
数
の
外
国
人
が
加
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
い
た
と
の
情
報
を
入
手
し
た
。
暴
力
デ
モ
に
参
加
し
た
外
国
人
は
、
速
や
か
に
逮
捕
し
国
外
追
放
せ
よ
」
（
！
1
・
1
3
）
。

　
当
局
側
の
こ
の
弾
圧
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
労
働
者
は
十
四
日
以
降
も
ス
ト
運
動
に
合
流
し
て
い
た
。
警
察
文
書
に
よ
る
と
、
「
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ル
セ
イ
ユ
市
域
内
に
あ
る
二
つ
の
キ
ャ
ン
プ
に
分
置
さ
れ
て
い
る
約
二
千
の
イ
ン
ド
シ
ナ
人
労
働
者
が
賃
上
げ
を
求
め
て
ス
ト
に
入
り
」
（
1
2
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

2
）
、
つ
い
で
、
「
若
干
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
が
キ
ャ
ン
プ
地
を
離
れ
て
市
中
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
デ
モ
隊
に
合
流
し
た
模
様
で
あ
る
」
（
1
2
・
4
）

と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
イ
タ
リ
ア
人
過
激
主
義
者
が
ラ
・
バ
ラ
ス
地
区
で
バ
リ
ケ
ー
ド
の
構
築
に
加
わ
り
」
、
ア
ル

メ
ニ
ア
人
労
働
者
も
、
「
ソ
連
邦
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
帰
国
問
題
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
ス
ト
運
動
に
加
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
ス
ト
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
精
神
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
し
（
1
2
・
4
）
の
だ
っ
た
。

　
実
際
、
逮
捕
さ
れ
た
外
国
人
ス
ト
労
働
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
逮
捕
総
数
は
不
明
で
管
見
の
範
囲
に
過
ぎ
な
い
が
、
反
共
産

党
側
新
聞
に
よ
る
と
、
十
二
月
四
日
に
サ
ン
h
シ
ャ
ル
ル
駅
事
務
室
で
逮
捕
さ
れ
た
五
人
の
う
ち
四
人
が
外
国
人
労
働
者
（
ス
ペ
イ
ン
人
2
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
1
、
イ
タ
リ
ア
人
1
）
で
、
ま
た
五
日
に
サ
ン
ー
タ
ソ
ト
ワ
ー
ヌ
地
区
で
逮
捕
さ
れ
た
九
人
の
う
ち
四
人
が
外
国
人
労
働
者
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
北
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
は
、
港
湾
荷
役
単
記
か
ら
B
不
一
四
〇
〇
フ
ラ
ン
で
の
ス
ト
破
り
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
拒
絶
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⑪

し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
の
よ
う
に
強
力
な
共
産
党
組
織
に
加
え
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
運
動
に
は
初
発
段
階
で
、
フ
ラ
ン
ス
最
悪
の
食
料
危
機
が
必
然
的
に
生

み
出
し
た
自
然
発
生
的
工
・
不
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
ス
ト
の
自
壊
を
抑
え
た
第
二
の
要
因
で
あ
っ
た
。

　
マ
ル
セ
イ
ユ
労
働
者
の
自
然
発
生
的
闘
争
力
の
最
初
の
兆
候
は
、
ス
ト
突
入
前
の
十
月
二
十
七
日
に
顕
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
、
共
産
党
支

持
者
が
ド
・
ゴ
ー
ル
派
市
長
就
任
抗
議
デ
モ
を
市
庁
舎
か
ら
党
本
部
ま
で
行
っ
た
が
、
党
県
連
書
記
ビ
ゾ
O
’
鯉
N
。
け
の
評
言
に
よ
る
と
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
は
党
組
織
の
指
令
を
受
け
な
い
「
自
然
発
生
的
示
威
行
為
」
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
十
一
月
十
エ
日
。
労
働
者
の
こ
の
自
然
発
生
的
闘
争
力
は
、
党
指
導
部
が
そ
の
行
き
過
ぎ
を
懸
念
す
る
程
ま
で
に
昂
揚
し
た
。
こ
の

日
午
前
裁
判
所
で
、
市
電
運
賃
値
上
げ
反
対
集
会
（
1
1
・
1
0
）
で
逮
捕
さ
れ
た
仲
間
四
人
に
対
す
る
勾
留
延
長
判
決
に
怒
っ
た
傍
聴
席
の
労
働
者

達
が
、
力
づ
く
で
被
告
を
司
直
の
手
か
ら
奪
還
し
、
さ
ら
に
裁
判
所
外
に
い
た
支
援
労
働
老
も
加
え
て
所
内
を
占
拠
し
た
。
知
ら
せ
を
受
け
た

党
指
導
陣
は
、
急
遽
裁
判
所
に
赴
い
て
検
察
側
と
交
渉
し
、
判
決
公
判
を
即
日
開
か
せ
、
そ
し
て
公
判
に
は
傍
聴
席
最
前
列
に
座
り
、
禁
鑓
刑

の
場
合
労
働
老
が
再
度
暴
力
に
よ
る
被
告
の
救
出
と
い
う
挙
に
出
な
い
よ
う
牽
制
し
た
の
で
あ
る
。

　
結
局
判
決
は
一
名
無
罪
、
三
名
執
行
猶
予
刑
で
、
党
指
導
部
の
懸
念
は
杷
憂
に
終
っ
た
が
、
同
日
午
後
、
今
度
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
支
配

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
市
庁
舎
が
、
市
電
運
賃
値
上
げ
反
対
を
叫
ぶ
労
働
者
に
占
拠
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
前
市
長
の
ク
リ
ス
ト
フ
ォ

曾
ρ
一
ω
8
h
o
一
（
マ
ル
セ
イ
エ
選
出
国
民
議
会
共
産
党
議
員
）
が
市
庁
舎
バ
ル
コ
ニ
ー
に
現
れ
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
市
長
が
辞
職
し
た
と
の
嘘
の
演
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

行
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
労
働
者
の
暴
走
を
懸
念
し
彼
ら
の
鎮
静
化
を
願
っ
た
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
同
夜
、
青
年
労
働
者
約
一
千
名
に
よ
る
歓
楽
街
（
オ
ペ
ラ
区
）
襲
撃
。
党
県
連
書
記
エ
マ
ヌ
エ
イ
℃
●
国
B
羅
騨
窪
①
霞
の
証
言
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
、
党
指
導
部
は
こ
の
襲
撃
を
是
認
し
た
が
、
指
令
を
出
し
て
や
ら
せ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

　
こ
の
十
二
日
の
一
連
の
暴
力
事
件
は
、
共
産
党
指
導
部
を
も
戸
惑
わ
せ
た
労
働
者
の
自
然
発
生
野
寄
争
心
の
発
露
の
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
闘
争
心
の
赴
く
と
こ
ろ
が
、
十
三
日
か
ら
の
ス
ト
運
動
だ
っ
た
。
党
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
市
電
労
組
書
記
長
イ
ゾ
ア
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ー
ル
尉
8
乙
は
、
ス
ト
を
決
め
た
職
場
集
会
（
－
『
D
ー
ユ
）
の
参
加
者
数
三
千
五
百
（
従
業
員
総
数
四
千
三
百
）
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

働
者
が
組
合
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
の
は
か
っ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
だ
」
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
警
察
報
告
に
よ
る
と
、
「
十
月

十
九
日
の
市
会
選
投
票
後
、
共
産
主
義
老
の
隊
列
の
中
に
若
干
の
落
胆
が
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
衆
の
現
下
の
自
然
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

的
行
動
は
、
共
産
主
義
者
に
自
信
を
取
り
戻
さ
せ
た
。
共
産
党
指
導
者
が
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
行
動
を
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
事
は
明
ら
か
だ
」

（
1
1
・
！
5
）
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
運
動
は
、
自
然
発
生
ゆ
え
に
強
靱
な
労
働
者
の
闘
争
力
が
強
力
な
党
組
織
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
初

発
か
ら
爆
発
的
に
展
開
さ
れ
、
そ
し
て
最
後
ま
で
団
結
力
を
失
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
皮
肉
な
事
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
こ
の
成
功
が
、
ス
ト
運
動
全
体
の
挫
折
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
本
論

を
終
え
よ
う
。

2

　
本
論
瀬
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
十
一
月
十
二
、
十
三
の
両
日
に
亙
っ
て
開
か
れ
た
C
G
T
・
C
C
N
に
お
け
る
共
産
党
指
導
部
の
方
針
は
、

十
四
日
か
ら
最
低
で
も
約
一
ヵ
月
か
げ
て
各
地
域
で
賃
上
げ
ス
ト
歯
茎
を
物
心
両
面
か
ら
準
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
C
G
T
内
少
数

派
を
非
難
す
る
決
議
案
の
報
告
者
と
し
て
C
C
N
の
壇
上
に
立
っ
た
ブ
ー
シ
ュ
ー
デ
ー
ロ
ー
ヌ
県
連
書
記
長
モ
リ
ノ
い
●
㌶
○
一
ぎ
。
（
共
産
党
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

委
員
〉
さ
え
、
お
膝
元
マ
ル
セ
イ
ユ
で
同
日
朝
か
ら
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
ス
ト
運
動
に
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
。
ま
た
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
十

二
日
夜
八
時
頃
開
か
れ
た
C
G
T
県
連
管
理
委
員
会
（
書
記
局
と
各
組
合
代
表
の
約
七
十
名
で
構
成
）
で
、
翌
十
三
臼
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
に
限
定
し
た

ゼ
ネ
ス
ト
指
令
を
出
す
事
が
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
、
「
若
干
の
慎
重
意
見
が
出
て
、
翌
欝
以
降
、
下
部
妄
動
家
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

見
を
求
め
る
事
が
決
定
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
共
産
党
指
導
部
は
、
中
央
で
も
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
、
十
重
β
か
ら
の
ス
ト
は
拙
速

の
危
険
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
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と
こ
ろ
が
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
十
三
日
午
前
の
職
場
集
会
で
港
湾
荷
役
・
化
学
・
船
員
・
繊
維
・
建
設
・
食
品
各
労
働
者
約
四
万
人
が
ス
ト

入
り
を
決
め
、
十
四
日
に
は
金
属
・
衣
服
、
十
五
日
に
は
市
電
・
運
輸
・
医
療
機
関
と
続
き
、
こ
の
段
階
で
ス
ト
労
働
者
は
早
く
も
七
万
五
千

人
を
数
え
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
指
導
部
が
ス
ト
に
慎
重
だ
っ
た
一
方
で
、
「
下
部
活
動
家
」
は
ス
ト
に
積
極
的
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点

に
も
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
ス
ト
運
動
の
自
然
発
生
的
闘
争
力
を
認
め
る
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
続
い
て
十
五
賑
に
は
ノ
ー
ル
、
バ
ー
ド
”
カ
レ
ー
両
県
の
炭
坑
労
組
、
十
八
日
に
は
パ
リ
地
域
の
金
属
労
連
各

指
導
部
が
ス
ト
指
令
を
出
し
、
そ
し
て
二
十
日
以
降
順
次
各
労
組
指
導
部
の
ス
ト
指
命
で
ス
ト
が
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
共
産
党
指
導
部
が
こ
の
よ
う
に
ス
ト
闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
め
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
資
料
が
な
い
の
で
状
況
証
拠
に
基
づ

く
推
論
の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
初
発
段
階
で
の
マ
ル
セ
イ
ユ
の
成
功
に
眩
惑
さ
れ
て
他
地
域
で
も
マ
ル
セ
イ
ユ
並
の
ス
ト
運
動
が
可
能
だ
と

彼
ら
が
思
い
込
ん
だ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
の
成
功
を
支
え
て
い
た
自
然
発
生
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
強
力
な
党
組
織
が
、
他
地
域
で
は
両
方
欠
け
て
い
る
か
後

者
し
か
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
ま
ま
共
産
党
の
指
導
下
ス
ト
に
突
入
し
た
他
地
域
の
労
働
者
は
、
「
飢
え
」
等
の
「
挫
折

因
」
の
影
響
を
早
晩
受
け
て
ス
ト
か
ら
脱
落
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
賃
金
が
政
府
の
統
制
下
に
あ
っ
た
当
疇
、
賃
上
げ
は
地
域
課
題
で
は
な
く
、

マ
ル
セ
イ
ユ
の
労
働
者
が
賃
上
げ
を
克
ち
取
れ
る
か
取
れ
な
い
か
は
、
彼
ら
自
身
の
ス
ト
の
成
否
だ
け
で
な
く
他
地
域
の
ス
ト
の
成
否
に
も
か

か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
他
地
域
で
ス
ト
が
自
壊
し
た
以
上
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ス
ト
も
頓
挫
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
で
は
、
共
産
党
指
導
部
が
マ
ル
セ
イ
ユ
で
の
初
発
の
成
功
に
こ
の
よ
う
に
眩
惑
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
も
資
料
が
な
い
の
で
推
論
に
過

ぎ
な
い
が
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
以
来
の
連
合
路
線
が
失
敗
し
た
事
の
負
目
に
因
縁
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
党
指
導
部
は
、
社
共
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
可
能
と
す
べ
く
社
会
党
の
賃
金
抑
制
政
策
に
協
力
し
、
そ
の
結
果
生
じ
る
労
働
者
の
反
発
に
直
面
し
て
何
度
も
苦
境
に
陥
っ
て
き
た
。
支
持

基
盤
の
動
揺
を
抑
え
る
た
め
に
路
線
転
換
が
必
要
だ
っ
た
党
指
導
部
に
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
結
成
会
議
が
そ
の
方
向
へ
の
最
終
的
決
意
を
促
し

た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
対
社
会
党
宥
和
政
策
が
会
議
で
激
烈
に
非
難
さ
れ
た
事
と
、
こ
れ
ま
で
自
重
し
て
き
た
社
会
党
攻
撃
が
よ
う
や
く
可
能
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に
な
っ
た
事
と
が
相
倹
っ
て
、
党
指
導
部
は
、
破
産
し
た
過
去
の
路
線
と
一
刻
で
も
早
く
決
別
す
べ
く
社
会
党
と
の
対
決
を
急
い
だ
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
風
に
総
括
す
る
の
は
共
産
党
指
導
部
に
手
厳
し
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
十
一
月
十
二
日
越
暴
動
が
翌
日
に
は
大
規
模

ス
ト
に
転
化
し
て
い
た
、
と
い
う
の
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
予
定
外
の
事
で
あ
り
、
早
過
ぎ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
・
ス
ト
を
救
う
た
め
に
全
国
レ
ベ
ル

の
同
調
ス
ト
が
必
要
だ
と
彼
ら
は
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
「
成
功
」
が
共
産
党
指
導
部
を
眩
惑
し
た
か
ら
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
早
過
ぎ
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Bewegungsformen　die　StadtbUrger　waren．　Aber　die　Forschungen　haben

der　Rolle　des　Stadtrats　die　unte’rschiedene　Einschatzungen　gegeben，　und

die　Festsetzungsprozesse　der　Reformationsidee　in　der　Spaten－Stadtreforma－

tion　nicht　genug　untersucht．　Dieser　Beitrag　forscht　nach　der　Reformation

von　StraBburg　von　der　Abschaffung　der　Messe　in　dieser　Stadt　（1529）

bis　der　Annehmung　des　lnterims　（1549），　besonders　nach　den　Gegensatz

der　Kirchenidee　von　dem　Rat　und　den　Reformatoren　in　dieser　Zeit．

Denn　es　fithrte　zu　den　folgenden　Ergebnissen．　M．　Bucer　und　andere

Reformatoren　entwickerten　die　ldee　der　Kirchenzucht　und　beabsichtigten

dieselben　zu　verwirklichen，　deswegen　bekamen　sie　Zwietracht　um　die

Kirchenzucht　mit　dem　Stadtrat，　der　seine　Befugnisse　zu　den　Kirchen

i！n　Stadtgebiet　zq　erweitern　versucht　hatte．　Denn　Bucer，　Marbacli　und

die　andere　Reformatoren　organisierte　die　“Christricher　Gemeinschaft”，

um　die　Kirchenzucht　zu　realisieren．　Diese　Bewegung　macht　den　Streit

im　StraBburg　heftiger　mit　dem　Gegensatz　um　das　lnterim．　ln　diesem

Prozess　waren　die　Zunft－Gemeinden　die　Trager　der　“Christricher

G．erneinschaft”　und　der　Bewegung　gegen　das　lnterim，　auch　einvv’irkten

auf　die　Politiken　des　Rats．　Andrerseite　erhielt　der　Rat　seine　Befugnisse

und　Seibstverwaltung　gegen　den　Kaiser，　Bischof　und　auch　die　Reformatoren

und　Gemeinde．　Denn　der　Rat　verwirklichte　die　Reformation　in　eigenartiger

Weise．　Die　Ro11e　des　Rats　muBte　unter　den　inneren　und　tiuBeren

Bedingungen　bewertet　werden　sein．　Und　als　eine　innere　Bedingung　ist

die　Kilchenzucht　ln　der　Stadtreformation　eine　Aufgabe　der　kttnftigen

Forschung．

L’6chec　des　greves　de　novembre－d6cernbre　1947

par

Yoshihiko　Sugimoto

　　A　Marseille，　les　grandes　greves　se　produisent　le　13　novembre　et　la

vague　de　grbve，　soutenue　par　1’6nergie　spontan6e　des　ottvriers　et　le　r6seau

puissant　dtt　P．　C．　F．，　se　maintiennent　en　bonne　hauteur　jusqu’a　la　fin，

malgr6　les　conditions　d6favorables　a　une　greve：　le　caractere　politique，

la　violence，　1’aggravation　de　la　situation　alimentaire，　la　campagne　antigrhve

de　pfesse　et　de　radio，　1’intervention　de　la　police　et　de　Yarm6e，　et　les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（687）



briseurs　de　grei　ve　comme　F．　O．　et　C．　F．　T．　C．

　　Les　dirigeants　communistes，　6blouis　de　ce　succes　lnitial　a　Marseille，

d’autant　plus　que　leur　strat6gie　＜＜unitaires＞　faisaient　faillite，　lancent　prema－

tur6ment　un　ordre　de　greve　sur　tout　le　territoire　de　la　France．　C’est　1a

pourquoi　les　greve　de　novembre－d6cembre　1947　se　terminent　par　1’6chee

total．

（686）




